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センター長挨拶 

認知行動療法は、うつ病や不安障害の治療の第一選択とされ

る精神療法で、薬物療法に勝るとも劣らぬ効果を有することが

医学的根拠（エビデンス）として示されてきております。千葉

大学大学院医学研究院は、これまで 135 年以上の歴史の中で、

高度な専門職業人としての医師の養成に実績をあげてまいりま

した。2011年 4月に、千葉大学大学院医学研究院に新設された

「子どものこころの発達研究センター」は、高度な専門職業人

としての子どものための「認知行動療法士」を養成するシステ

ムづくりを研究することを目的としております。この「認知

行動療法士」は、心の健康を担う新しい臨床免許となるでし

ょうから、最高学位である博士号を持った人がその免許を許

されるべきと考えております。このように、成人だけではなく、児童思春期のうつ・不

安や摂食障害を患うお子さん方のこころの問題に取り組むことができる高度な専門職

業人の養成は、文部科学省とともに、国立大学法人である千葉大学大学院医学研究院の、

最高学府としての大学および大学院の至上課題の一つです。 

一方、厚生労働省は 2011 年 7 月、がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病の四大疾病

に、新たに精神疾患を加えて「五大疾病」とする方針を決めました。精神疾患の多くは、

児童思春期に症状が始まっているものの、診療を受けるまでに数年を要してしまい、現

実に診療を受けるのが成人してからになってしまっているというケースが大部分にな

っております。子どものこころの発達・成長とともに、精神疾患の症状は現れ始めてい

るわけですので、そこで見逃さずに、体の病気と同様に、心の病気に関しても、学校現

場で、早期発見・早期介入していく体制づくりの研究を推進することが重要なのです。

その早期介入の方法として、最も期待を集めているのが認知行動療法なのです。英国を

モデルにした認知行動療法を提供できる人材養成の本格的システムを、千葉大学では日

本で初めて、2010 年 4 月から千葉認知行動療法士トレーニングコースとして開始しま

した。そして、2011年 4月から、この千葉大学大学院医学研究院子どものこころの発達

研究センターにおいて、子どもの患者さんに認知行動療法を提供できる人材養成の本格

なシステムの提供をしております。続いて、2012年 4月から、大阪大学、金沢大学、浜

松医科大学、千葉大学、福井大学大学院連合小児発達学研究科の中に、こころの認知行

動科学講座（認知行動療法学・メンタルヘルス支援学・認知行動脳科学の 3 研究領域）

を開講させ、そこで、学校現場や臨床現場で活躍する専門家・社会人のための大学院と

して、子どもの患者さんに認知行動療法を提供できる人材養成を推進しています。また、

2015 年 4 月からは千葉大学子どものこころの発達教育研究センターとして、総合大学

である千葉大学の利点を生かし、医学、教育学、心理学、工学、情報科学、脳科学など

の領域横断的な連携によって、子どものこころの研究を加速させてきました。また、2016

年 10 月には千葉大学医学部附属病院に認知行動療法センターを開設し、多職種連携に

よるエビデンスに基づく認知行動療法の提供を開始していきます。 

千葉大学子どものこころの

発達教育研究センター 
センター長 清水栄司 
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センターの概要 

設立の背景 

少子化時代を迎えたわが国の社会が直面する最大の課題は、「子どものこころを健や

かに育てる」ことです。しかしながら、子どものこころはきわめて深刻な危機にさらさ

れ、子どものこころのひずみが問題となっています。たとえば、虐待の問題、青少年の

犯罪、「いじめ」を苦にした自殺、広汎性発達障害や注意欠如・多動性障害等の発達障

害を持つ子どもの増加などが挙げられます。とりわけ、子どものうつ病、不安障害（パ

ニック障害、強迫性障害、社交不安障害、心的外傷後ストレスなど）、摂食障害の低年

齢化が進み、子どものこころのひずみへの介入に対して社会的な要請が高まっています。 

一方で、子どものこころを扱う専門家は数が不足しており、さらにその多くは心理学、

保健学、看護学、教育学などをそれぞれに修めた専門家であり、各専門領域と経験に基

づいて子どものこころを扱っているため、定式化されたものはなく、科学的な視点も不

足しているのが現状です。これらの問題を克服するためには、それらの専門家に対して、

脳科学、心理学、教育学の統合的観点に立ち、系統だった教育研究を行うのが最も現実

的です。子どものこころの問題は複雑であり、またその問題を扱う専門分野は多様であ

るため、既存の単独の教育機関においては十分な成果を挙げることが困難になっていま

す。 

このような状況の中、平成 18 年 4 月から文部科学省の支援のもとに、「『子どもの

こころの発達研究センター』における教育研究事業」がスタートし、大阪大学・金沢大

学・浜松医科大学の連携により教育研究の基盤が整備されました。平成 23 年 4 月から

は千葉大学と福井大学も参加し、それぞれの特色を生かした 5大学連携による教育研究

基盤体制へと一層の充実が図られました。千葉大学大学院医学研究院には、平成 23 年

4月 1日に「子どものこころの発達研究センター（千葉センター）」が新設されました。

また、平成 27 年 4 月からは学内共同教育研究施設として「子どものこころの発達教育

研究センター」と改称し，医学、教育学、心理学、専門法務、看護学、工学・融合科学・

情報科学などの部局の垣根を超えた教育研究体制を構築して研究を行っています。 

 

千葉センターの教育研究事業 

千葉大学には、大学院医学研究院精神医学と認知行動生理学との連携により、成人の

不安障害、摂食障害、うつ病に対する認知行動療法の実践と脳科学的研究および教育研

究基盤を構築した実績があります。たとえば、千葉大学医学部附属病院精神神経科・子

どものこころ診療部において、不安障害や摂食障害の認知行動療法専門外来を開設し、

高度に熟練した医療用セラピストを養成する Chiba-IAPT（Improving Access to 

Psychological Therapy)プロジェクトを立ち上げてきました。 

こうしたこれまでの実績を背景に、千葉センターでは「子どもへの認知行動療法に関

する教育研究事業」をスタートさせました。そこでは、医師や心理士、看護師・保健師、



精神保健福祉士などの資格を有しながら現場で活躍する専門職社会人を、ハイレベルで

科学的な子どもへの認知行動療法を実践できる高度専門家や指導者に養成することを

目指します。 

平成 28年 10月 1日には、千葉大学医学部附属病院に認知行動療法センターを設置し、

千葉センタースタッフの医師・臨床心理士・看護師等の連携による個人認知行動療法の

提供を開始しました。 

認知行動療法とは 

認知行動療法（Cognitive Behavioral Therapy: CBT）とは、従来の精神療法（カウ

ンセリングなど）の傾聴、受容、共感などの良さをそのままに、さらに、物の考え方（認

知）や行動、感情の因子から、症状を維持する悪循環のパターンを同定し、それらを修

正する手法を主とした精神療法・心理学的介入のことです。科学的根拠（エビデンス）

に基づいた顕著な治療効果を有しうつ、不安症、摂食障害など、多くの精神疾患の治療

ガイドラインで第一選択となっています。

期待される効果 

1）学問的波及効果

日本独自の観点から、子どもに対する認知行動療法を開発し、大規模な臨床試験と

医科学研究により、明確なエビデンスを世界に示し、日本のみならず世界への普及

を目指します。

2）社会的波及効果

開発された子どもの認知行動療法を実際に臨床現場での治療に用い、また学校現場

での予防にも用いて、「子どものこころを健やかに育てる」ことにより、活力ある

日本社会の形成に貢献します。

センターの組織

子どものこころの発達教育研究センターは以下の 6つの部門で構成されています。 

1）認知行動療法部門

2）行動医科学部門

3）認知情報技術部門

4）こころの発達支援教育部門

5）こころの地域ネットワーク支援室

6）Age2企画室
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認知行動療法部門 

１）認知行動療法士の養成 

「認知行動療法部門」では、わが国の問題である治療者不足を解決するために、認

知行動療法を実施可能な医師、臨床心理士の養成を目指したトレーニング・コース

を設けています。本コースの目的は、国際的に認められている認知行動療法のトレ

ーニング・プログラムと同等のプログラムを提供し、認知行動療法による心理学的

治療が可能な専門家を養成することです。 

千葉センターでは、毎年十数人前後の研修生が 2 年間にわたって、週 1 日およそ

7時間の講義、ワークショップ、スーパービジョンを受けます。さらに、千葉大学

および所属する医療機関において、実践する症例の認知行動療法セッションをビデ

オ撮影または録音をし、これを基に有資格者によるスーパーバイズを受けながら認

知行動療法の修練をおこなっています。このトレーニング・プログラムは、英国バ

ース大学および英国キングスカレッジロンドン精神医学研究所（Institute of 

Psychiatry：IOP）と提携して立ち上げられ、イギリスから著名な専門家を招へい

して指導を受ける機会なども作られています。 

研修生の治療効果は、症状評価尺度によってチェックされており、治療自体の評

価・改善だけでなく、トレーニング・プログラムの評価・改善に使用されています。

さらに、全集積データを用いて、千葉センター全体での治療効果を英国での報告と

比較検討し、国際的水準を維持できているかどうかの指標としております。このト

レーニング・システムにより養成されるセラピストは、平成 28 年 10 月から医学

部附属病院に解説された認知行動療法センターでの診療をはじめ、「こころの地域

ネットワーク支援室」を通じて、千葉県内の子どもの不安症、強迫症、うつ病、摂

食障害の心理学的治療を担う重要な人材となっています。 

 

２）認知行動療法の治療効果の実証 

上記の認知行動療法の研修生、修了生による不安症、強迫症、うつ病、摂食障害

への治療効果を検討し、認知

行動療法の有効性に関する研

究成果を生み出しています。

これにより、認知行動療法が

各疾患の症状に及ぼす治療効

果を示すとともに、治療者研

修の有用性を提示していま

す。千葉センターでの認知行

動療法トレーニング・プログ

ラムが、我が国における認知

行動療法の普及の一助となる

ことが期待できます。 ＣＢＴコース６・７期生 集合写真 

 

 



行動医科学部門 

 青年期に好発する不安症、うつ病や摂食障害などの精神疾患は、その発症と治療効果

に大きな個人差があります。我々が恐怖や不安を感じるとき、本来は生存に有利に働く

ものであって然るべきものですが、不安症をはじめとした精神疾患ではそれが過剰であ

り、長時間持続することが社会生活に大きな影響を及ぼしています。さらに、恐怖や不

安をもたらす体験は、ある個人には疾患の発症に十分な強度を持つ一方で、別な個人に

はストレスへの耐性を上げる正反対の意味を持ちうる可能性があります。 

 疾患の発症には、疾患脆弱性や治療反応性の個人差が強い―「行動医科学部門」では、

その個人差をもたらす原因を様々な角度から究明することを目指します。 

 そのために、音や光の刺激に恐怖刺激を条件付けさせる、恐怖条件付けモデルを用い

た実験で、恐怖の獲得とその消去、さらには再燃にいたる個人差の背景を探ります。さ

らに新たな治療への応用を目指し、経頭蓋磁気刺激（TMS）や経頭蓋直流電気刺激（tDCS）

がヒトの認知機能に対して与える効果を検証しています。 

1）発達期脳 DNA メチル化再編成のもたらす精神疾患発症脆弱性 

 DNA によって構成される個々人のゲノムは本来変化しない一方で、最近では DNA に

対するメチル化などの化学的修飾が DNA 転写産物（=タンパク質）の量を調整してい

ることがわかってきました。近年、外部からのストレスに応じて脳内神経細胞の DNA

メチル化がダイナミックに変動する可能性があることが示唆されたことにより、精神疾

患の発症脆弱性や回復の背景にそのような変化が関わっている可能性が探られてきて

います。特に、DNA メチル化は、その維持に必要な化学物質の摂取が必要であり、虐

待やネグレクト（育児放棄）、飢餓などは必要な化学物質の摂取不足をもたらす可能性

があります。 

 本研究では、マウスの DNA メチル化の維持に働く栄養素（メチルドナー）が若年期

に不足した場合に、後年成体となったときの不安や恐怖といった情動面や社会性、記憶

などへの影響が精神疾患発症の脆弱性につながりうるか、さらにはそれが次世代の行動

に影響を及ぼしうるか検証しています。   

 
2）恐怖の獲得と消去、再燃に対する発達と性差の影響 

 パニック症、社交不安症、外傷後ストレス症（PTSD）などの不安症疾患は、思春期

青年期の若年での発症が多く、さらに女性での有病率が高いといった性差も報告されて

います。発症脆弱性や治療反応性が発達段階や性の影響をどの程度受けているかが判明

することで、治療選択における個人への適応に対して精度の良い予測が立ちうる可能性

があります。 

 本研究部門では、マウスを用いて、発達段階や性差による恐怖条件付けモデルに対す

る反応性の違いを検証し、その要因を探求しています。 

 
 
 
 



3）経頭蓋電流刺激法（t-DCS）による脳可塑性の誘導の認知機能への影響 

 人間の脳には可塑性という性質が備わっています。可塑性とは、元々は物理的性質の

ことを指しますが、外からの刺激に反応して機能的にも形態的にも変わり得る性質のこ

とをここでは言います。この可塑性が人間の神経系に備わっていることで、特に人の幼

少期には沢山の刺激が脳を構造的に変化させ、機能的な発展を促します。一方で、成人

してからも様々な学習が可能です。それは脳にこの「神経可塑性」があるからこそです。 

 近年、頭皮上から電気刺激（経頭蓋直流電気刺激：tDCS）を与えることが同部位の

神経可塑性を誘導することが示されてきました。我々はこのような手法を脳の前方部分

（前頭葉）に応用することで促し、精神疾患の治療や、認知機能を向上させる可能性を

探ります。 
 

4）神経性やせ症への認知機能改善療法（CRT）の取り組み 

 神経性やせ症は、思春期の女子生徒に有病率が高く、体重や体型への強いこだわりが

あることが知られています。既に非常に痩せているにも関わらず、まだ太っているとい

う自己認識（ボディ・イメージ）の障害もあり、治療への抵抗性につながっています。

認知機能改善療法（Cognitive Remadiation Therapy：CRT）は、簡単な認知課題を通じて、

「思考の柔軟性」と「ものの見方（捉え方）」に必要な脳機能を改善させていく神経心

理学的治療法です。体重を増やすことや食事の内容には直接重点をおかないことで、患

者さんにも比較的抵抗感無く取り組みやすいのが特徴的で、10 週間にわたるセッショ

ンを通じて認知機能の改善が結果的に神経性やせ症の治療に有用となることを検証し

ます。 
 

5）精神疾患の病的背景を反映する物質因子の検索と同定 

 長らく精神疾患では病的なメカニズムを反映し、病気の進行や治療過程によって変化

しうる血液因子の同定が待たれています。当部門では摂食障害、うつ病や強迫性障害を

対象に患者から血清を集め、その中の物質測定から、病的背景を反映する物質的因子の

検索と同定を行っています。 



認知情報技術部門 

精神疾患の治療は、患者のメンタルヘルスの問題を正確に把握することが必須となっ

ていますが、言語発達的および社会的な点から、子どものメンタルヘルスの問題を把握

することは大人以上に困難であるのが現状です。また子どもは一般的に、検査に対する

寛容性が低いため、なるべく精神的負担を与えない非侵襲的手法による検査法と、副作

用を引き起こす可能性のある薬物療法に頼らない治療法が求められています。このよう

な状況下で、認知行動療法は子どものメンタルヘルスにおいて大きな期待を受けていま

す。しかしながら、現在のところ子どもに対する認知行動療法は有効ではあることは確

認されていますが、脳の神経回路に与える影響についてはあまり調べられていません。 

このような背景から、本部門では「子どものための非侵襲的検査の開発」および「神

経生理学検査および脳画像検査を用いた認知行動療法の作用機序の脳科学的解明」のた

めに、機能的 MRI（fMRI）、形態学的 MRI、拡散テンソル画像（DTI）、近赤外分光法

（NIRS）および事象関連電位などの非侵襲的な脳機能計測法を用いて、精神疾患におい

て出現する脳機能の変化と、脳神経回路における認知行動療法の影響を調べています。 

 

 
１．社交不安症における恐怖に関する神経回路の変化と、認知行動療法の作用メカニズ

ムに関する研究（fMRI） 

社交不安症は、対人関係や社交場面における強い不安・緊張を主な症状とし、社会的

状況を回避することで、日常生活に多大な支障をきたす精神疾患です。さらに不安症の

中での罹患率は最も高く、うつ病をはじめとした多くの併存疾患をもつことが知られて

います。治療は選択的セロトニン阻害薬（SSRI）などの薬物療法により行われますが、

認知行動療法も同程度の効果を示し、認知行動療法の最も有効な精神疾患の一つとなっ

ています。しかし、認知行動療法の効果を神経生物学的に確認した研究はあまりありま

せん。否定的な感情を調節することが難しくなっている社交不安症では、人から見られ

たり注目を浴びたりすることで恐怖の神経回路が容易に活性化されることが予想され

ています。本部門では、fMRI を用いて、社交不安症の方の恐怖の神経回路の変化と認

知行動療法の脳神経回路へ与える影響を調べています。 
 
 
 
 



２．強迫症における脳形態画像、拡散テンソル画像と症状ディメンジョンとの関連性に

関する研究（形態学的 MRI、DTI） 

強迫症では強迫観念とそれにともなう強迫行為が繰り返される精神疾患ですが、臨床

的に多彩な症状を示すことが知られており、その症状はいくつかの次元に分類されます。

さらに同一患者が複数の症状を呈することも多いことから、症状の次元的分類を考慮し

た病態把握が求められています。また、強迫症状は自閉スペクトラム症の二次症状とし

て発現している例も少なくないことから、強迫症の病態のしくみを理解するためには、

自閉スペクトラム傾向や症状特性との関連性を検討することが重要であると考えてい

ます。本部門では子どもと大人の MRI 撮像を行い、形態学的 MRI および DTI を用い

て、強迫症の方の自閉スペクトラム傾向や症状ディメンジョンとの関連性や、認知行動

療法の治療効果予測の可能性を調べています。 
 

３．摂食障害・肥満症で発現する食物への渇望、失感情症、報酬系の変化、およびうま

味刺激に対する応答と認知行動療法の作用メカニズムに関する研究（fMRI、NIRS） 

神経性過食症（過食症）や神経性やせ症（拒食症）などの摂食障害は 10 代の女性に

発症することが多く、抑うつや不安などを合併することから不登校の原因の一つとなっ

ています。また、特に神経性やせ症では身体の正常な発育が妨げられるだけでなく、死

亡する危険性も少なくないことから、迅速な対応が求められる思春期の主要な精神疾患

となっています。神経性過食症と神経性やせ症はどちらも体重と体型の感じ方に障害を

もち、特に神経性過食症では衝動的な摂食の欲求がしばしば生じます。また、情動調整

や感情の認知障害（失感情症）を示すこと、味覚刺激に対する脳応答も異なることも指

摘されています。また、むちゃ食い障害を併存する高度肥満症では報酬系の異常が報告

されている。本部門では、fMRI と NIRS を用いて、摂食障害・肥満症の方の過食衝動や

失感情症、報酬系などの認知的変化、およびうま味を用いた味覚刺激に対する脳応答と

認知行動療法の脳へ与える影響を調べています。 



こころの発達支援教育部門 

子ども達を取り巻く学校現場や地域社会においては、不登校、いじめ、虐待、自殺な

ど、こころの健康に関連する問題が山積しており、それらに対する支援や予防的対策は

急務を要しています。このような問題の背後には、不安症、うつ病、摂食障害、自閉ス

ペクトラム症などの精神疾患が関わっていると考えられることも多くあります。 

本部門では、以下のような研究及び実践を行っています。 
 

1. 学校現場や地域社会での認知行動療法を用いた予防的介入の実践と効果検証 

2. 学校現場や地域社会での質問紙調査を用いた精神疾患有病率の調査研究 

3. 子ども虐待に対する専門的対応の人工知能による予後シミュレーションと意思決定

支援研究 
 

1.学校現場や地域社会での認知行動療法を用いた予防的介入の実践と効果検証 

 児童・思春期の子どもから大学生までのメンタルヘルスの問題を予防または早期介入

するために、学校現場や地域社会等で認知行動療法を用いた予防的アプローチを行うこ

とによる、介入効果の検証を行っています。 
 

1－1．子どもの不安への対処力を養う「勇者の旅」プログラムの実践と効果検証 

1）小中学生を対象としたプログラムの効果検証 

学校現場における不登校やいじめ等、生徒指導上の問題に関しては、不安の問題が背

景にあると考えられるケースが多くあります。また、子どもたちが抱える不安の問題は、

不安症のみならずうつ病や様々な行動問題へと発展することが報告されています(Cole 

et al., 1998; Weissman et al., 1999) 。これらのことから、子どものこころの問題に対して

は、不安に焦点化した予防教育を行うことが有用と考えられます。諸外国では、認知行

動療法に基づく不安の予防教育プログラムの効果が、複数のシステマティックレビュー

によって示されています（Neil and Christensen et al., 2009; Fisak et al., 2011）。そこで我々

は、認知行動療法の理論に沿って子どもたちが不安の問題に対処する方法を学習する予

防教育プログラムを開発し、実践と効果検証を行っています。 

 小学校高学年向けの不安の認知行動療法プログラム「勇者の旅」は、県内の小学校高

学年児童を集めて実施した予備的研究において、介入群児童の不安低減効果が確認され

ました(Urao et al., 2016)。また、一昨年度の小学校におけるユニバーサルレベルの実践

においても、統制群に比べて有意な不安低減効果が示されています(Urao et al., in 

preparation)。更に昨年度は、日本の学校現場で活用しやすく且つ効果的なプログラムの

あり方を検討するため、朝学活（朝自習）の時間帯を用いた場合の介入効果についても

検討し、介入群児童の不安スコアが統制群児童に比べて有意に低減するという結果が得

られました(Yoshida et al., in preparation)。以上のような結果を受け、現在は、小中学校

教諭、養護教諭、スクールカウンセラーを対象に、小学校高学年向けの不安の認知行動

療法プログラム「勇者の旅」の指導者養成研修会（6 時間ワークショップ）を定期開催



し、「勇者の旅」プログラムの指導者を養成すると共に、県内・県外の小中学校におい

て、指導者養成研修を終えた教員による実践と効果検証研究を進めています。 

 
2）文部科学省委託事業「子どもみんなプロジェクト」を通した教育委員会との連携 

 子どもみんなプロジェクトは、文部科学省委託事業として平成 27 年度よりスタート

した 5 年間のプロジェクトで、不登校やいじめなどの子どもの問題を、こころの発達の

科学的な視点から解決する、子どもと先生を支える全員参加のプロジェクトです。現在、

大阪大学を中心に、子どものこころの発達に関する専門家（研究者）が所属する全国 9

大学がコンソーシアムを作り、各地域の教育委員会と密な連携を図りながら、子どもの

心理特性に関する調査及び各種介入プログラムの開発と実施を進めています。 

我々も本プロジェクトに参画し、千葉県教育委員会・千葉市教育委員会・鳥取県教育

委員会と連携を図りながら、「勇者の旅」プログラムの研究及び普及を進めています。

「勇者の旅」プログラムのエビデンスを示すためには、クラスターランダム化比較試験

（以下 cRCT）を目指すことが求められますが、大規模な研究を行うためには、多くの

学校に研究協力してもらう必要があります。「子どもみんなプロジェクト」を通して、

各教育委員会との連携を密にしていくことで、数年後には、cRCT を実施したいと考え

ています。現在はその cRCT 実現に向け、各教育委員会を通してプログラムの実践協力

校の募集を進めつつ、指導者養成にも力を入れているところです。 
 

1－2．不登校問題に対応する保護者支援のグループプログラムの開発 

不登校に至る原因はさまざまではありますが、不登校を解消する上では、家庭や家族

が果たす役割は大切なものと言えます。ところが、不登校生徒の親は、親役割への自信

を失うことも多く、高いストレスを感じ、自身のメンタルヘルスを損なうケースもあり

ます。親への効果的な心理的援助を通して、家族内の心理的緊張のレベルを低下させ、

間接的に子どもの心理的健康を高めることを目的として、CBT を用いたプログラムを

開発し、効果を検証しています。 

親の抑うつやＱＯＬの改善に対する効果が認められた昨年より、心理職や養護教諭、

保健師などの専門職を対象にファシリテーター養成講座を複数回実施しています。現在、

養成したファシリテーターの協力を得て、公民館などの地域コミュニティや子どもへの

精神治療に関わる総合病院において支援プログラムを展開しています。今後は、どのよ

うな場でプログラムを実施することが一番効果的か、検討していきたいと考えています。 
 

1－3．映像を使ったいじめ予防プログラムの開発 

学校におけるいじめは、子ども達に短期的にも長期的にも悪影響を及ぼす深刻な問題

であり、世界中で予防プログラムが開発されています。プログラム内容として、ロール

プレイやディスカッションを取り入れたものがある一方で、ビデオを用いたプログラム

も開発され、その有効性が示されています（Baly & Cornell, 2011; Baldry, 2004）。また、

子どもへの支援は同年代の仲間から与えられる方が有用であるという観点から、ピア・

サポートを重視したプログラムも増えています（Ttofi & Farrington, 2012）。 



そこで、本研究では小学生を対象としたいじめ防止のためのフラッシュアニメーショ

ンを開発し、そのビデオの有効性を実証することを目的に、準実験デザインによる比較

対象試験を実施しました。 

ビデオは、１章：いじめの基礎知識、２章：いじめの被害者の対処法、３章：いじめ

の傍観者の対処法、の３部構成（各章約 10 分）で、段階的に知識を深められるよう工

夫しました。 

このビデオを千葉県内の小学校２校４～６年生の児童に視聴してもらい、質問紙調査

を実施しました。結果は、介入群と統制群のいじめに関する問題の得点を比較したとこ

ろ，ビデオ視聴前には特に有意差は認められなかった一方で，ビデオ視聴３か月後は介

入群の方が有意に得点の高いことが示されました。また，介入群のビデオ視聴前，視聴

直後，３か月後の得点の比較を行ったところ，ビデオ視聴前より視聴直後・３か月後と

もに有意に得点の上昇が認められました。今後は開発したビデオの活用・普及の方法を

検討していく予定です。 
 

2.質問紙調査を用いた学校現場や地域社会での精神疾患有病率の調査研究 
 
2－1．メンタルヘルス問診による精神疾患の調査研究 

本研究は、学生健康診断の際に行うメンタルヘルス問診への回答を用いて大学生に見

られる精神的な問題と学生生活への影響について明らかにすることを目的とします。 

調査は 2 回の WEB 問診から構成されています。1 回目の問診では精神症状がある、

あるいは精神的な問題のために学業、社会生活、コミュニケーションにおいて問題を抱

えていることが疑われる学生をスクリーニングし、2 回目の問診では M.I.N.I.精神疾患

簡易構造化面接法(MINI)を基に作成した自記式質問紙と Sheehan Disability Scale 

(SDISS)を用いて 1 つ以上の精神疾患の存在が疑われ、そのために SDISS で中等度以上

の問題を抱えている学生に対して受診を促すメールを送信します。メール送信者に対し

てはその後受診に至ったかどうか追跡調査を行います。 

また、研究協力への同意が得られた学生については MINI、自閉症スペクトラム指数

(AQ)、摂食障害診断質問紙(EDE-Q)、社会適応の自己評価スケール(Social Adaptation 

Self-evaluation Scale; SASS)の日本語版を使用して精神疾患と社会適応の関係について

解析します。 

今後の予定としては、他の大学でも同じ質問紙を用いた調査を行い、多施設共同研究

としてより多くの対象者、地域でデータを集め、多角的な解析、検討を行うことになっ

ています。 

 
2－2．摂食障害の早期発見と支援体制の明確化のための調査研究 

本研究は、平成 26 年度厚生労働省科学研究費補助金「摂食障害の診療体制整備に関す

る研究」の早期発見、支援体制整備のワーキンググループの研究推進のための実態調査

を行い、地域ネットワークの支援体制を明確化することを目的とします。 

第１に、学校保健の支援体制づくりを目的とした、学校における摂食障害の児童生徒

等への支援について、小中高等学校の養護教諭を対象としたアンケートを用いた多施設



調査(神戸市、大阪市、埼玉県、千葉県)を行い、最終的には、学校の養護教諭への摂食

障害支援のマニュアルの作成と普及、支援体制の整備を検討します。2015 年 1 月に千

葉県、千葉市の小、中、高等学校養護教諭を対象に、「摂食障害の早期発見･早期支援

に関するアンケート調査」を実施しました。 

第２に、大学生の早期発見、スクリーニングを目的とした調査を実施します。2015

年に千葉大学生を対象として、メンタルヘルス健診において、質問紙を用いた摂食障害

のスクリーニング調査を実施しました。 

実施結果の詳細については、【研究状況と成果】に記載しております。 
 

2－3．社交不安症の早期発見と支援体制の明確化のための調査研究 

日本には、不登校数が 17.5 万人、引きこもり数が 69.6 万人いるとされ、大きな社会

問題となっています。不登校・ひきこもりの発生や維持には、不安の問題が大きくかか

わっていると捉えることができます。社交不安症は不登校やひきこもりの要因になりう

るため、早期介入が望まれます。我々は、平成 28 年度に千葉県内の高等学校 1 校、4

年生大学 1 校の学生を対象に、社交不安症のスクリーニング調査を実施しました。今回

の調査では、社交不安傾向を把握するため、社交不安症の評価スケールの LSAS-J

（Liebowitz Social Anxiety Scale 日本語版)を使用しました。高校生 670 人、大学

生 471 人の合計 1141 人のうち、高校生の 274 人（41％）・大学生の 127 人(27％)が、

中等度以上の社交不安傾向を有していました。今回の調査結果からかなりの人数の高校

生、大学生に社交不安傾向があることがわかり、メンタルヘルスの支援に有効な情報を

得られました。有効性・安全性ともに問題はなく、次年度以降も研究継続可能と考え、

平成 29 年度も引き続き調査を実施し、具体的な支援体制の構築化を検討していく予定

です。 

 
3．子ども虐待に対する専門的対応の人工知能による予後シミュレーションと意思決定

支援研究 
 

・問題：子ども虐待対応現場では、児童相談所の虐待対応件数だけで、1991 年から 2016

年までに 100 倍となっている。ただし、一方で、児童相談所の職員数については、

記録が残る 1999 年から 2 倍にしか増えていない。現場では、都市部児童相談所で、

担当者一人あたり常時１００件を担当しており（※海外では常時 20 ケース程度にな

るように担当ケース数がコントロールされている。30 ケースを超えるとケース対応

の質が落ちると言われている）、研修・教育に割く時間がなく、かつトラウマスト

レス及び二次受傷などから、バーンアウトやうつ病による離職、異動希望の増加な

どによって、専門的な知見が活用できなくなっている。 

 
・解決策：それらを解決するために、モバイルアプリ開発によって、科学的知見を元に

した現場支援と漏れの無いデータ収集を行い、記録業務の簡略化を行う。個人情報

を除かれたデータは、クラウドデータベースに暗号化されたまま送信される。クラ

ウドデータサーバーにて、AI 技術（画像・テキスト分析については、畳み込みニュ



ーラルネットワークなど、離散化数値は PLSA 処理後ベイジアンネットワークによ

る解析など）によって、予後予測シミュレーション、及び意思決定リコメンドを行

う。 

 
本事業は、主に産業技術総合研究所 人工知能研究センターにおける国立研究開発法人

新エネルギー・産業技術総合開発機構プロジェクト（NEDO）の一貫であり、NPO 法人

Child First Lab.、千葉大学医学部、及び三重県などと連携し、現場実践—研究-教育／研

修-技術開発の循環を発展させていく研究プロジェクトである。 

 



こころの地域ネットワーク支援室 

2015 年 12 月に閣議決定された第 4 次男女共同参画基本計画では，人口減少社会に突

入し，家族，労働，教育といった様々な社会領域が大きく変化している現代社会におい

て，男女共同参画社会実現に向けた実効性のある取組の必要性はますます高まっている

ことが述べられている。こころの地域ネットワーク支援室では，文部科学省「地（知）

の拠点整備事業」平成 28 年度地域志向教育研究経費により，第 4 次男女共同参画基本

計画の第 7 分野「女性に対するあらゆる暴力の根絶」，および，第 10 分野「教育・メ

ディア等を通じた意識改革，理解の促進」に関連する事業を，地域自治体の助力を得な

がら遂行する。 

内閣府の調査によると，交際相手からの暴力被害経験率は，20 代男性で 13.3%，20 代女

性で 30.7%，異性から無理やりに性交された経験がある女性は 6.5%である（内閣府男女共

同参画局 2015）。また，第 10 分野「教育・メディア等を通じた意識改革，理解の促進」

では，「学校教育及び社会教育において，教育に携わる者が男女共同参画の理念を理解する

よう，意識啓発等に努めるとともに，男女とも一人一人が自立と思いやりの意識を育み，個

人の尊厳と男女平等の理念を推進する教育・学習の一層の充実を図る」（第 4 次男女共同参

画基本計画）ことが，施策の基本的方向として述べられている。 
 
地（知）の拠点整備事業「若年者に対するデート DV および性暴力の相談ニーズと啓発

方法の実態調査」 
こころの地域ネットワーク支援室では，上記のような状況の下，若年層の暴力（デート DV

や性暴力）の実態把握および意識啓発について，野田市児童家庭部人権・男女共同参画推進

課とともに取組む。野田市は，千葉県内でも男女共同参画に関する取組みが先進的な地

域であり，特にドメスティック・バイオレンスの防止や啓発に尽力しているからである。

野田市児童家庭部人権・男女共同参画推進課では，2015 年に第 3 次男女共同参画計画

を策定している。この計画は 2015 年度から 2019 年度までの期間を対象としている。第

2 次計画に関しては，掲げられていた 5 つの基本目標のうち，「女性（異性）に対する

あらゆる暴力の根絶」についての取組が，引き続き重点課題であることが述べられてい

る（第 3 次野田市男女共同参画計画）。本事業は，そうした施策等の構想に役立ちうる

基礎データ，とりわけ，他の自治体でも十分に実態把握がなされていない若年層の暴力

（デート DV や性暴力）の実態についての基礎データの収集を試みる。 



Ａｇｅ２企画室部門 

本研究部門では、新生児～幼児を対象とした研究を主体としています。目的の一つに、

発達の診断を簡便に行うことができる指標を作ることがあります。臨床に携わる小児専

門医らと常に連携を取り、臨床現場で必要とされている解析法を常に模索しています。

昨年度に引き続き、今年度も臨床 MR装置を用いた MRスペクトロスコピー（MRS）法（※）

により、新生児～幼児の脳内代謝物濃度の定量解析を行っています。また昨年度から、

新生児を対象とした複合脳画像（DTI/DKI, T2W for VBM、MRS）による解析を進めてお

ります。新生児期の病態および予後の情報と合わせて検討することにより、新生児発達

の予後予測の早期指標とすることを目標としています。  

 

（※）1H-MRSについて 

 多くの医療機関で画像診断に用いられている MR（磁気共鳴）装置は、通常プロトン

（水や脂肪中の水素原子、以下 1Hと略す）に由来する信号を検出・画像化しており、

そのような手法を磁気共鳴画像法（MRI: magnetic resonance imaging）と呼んでいる。

それに対して、NMR現象により得られた信号に含まれる共鳴周波数の情報を分析する方

法を磁気共鳴分光法（MRS: magnetic resonance spectroscopy）と呼ぶ。1H-MRSの手法

を用いると、脳内における代謝産物由来の信号（例: 乳酸、N-アセチルアスパラギン酸

（NAA）、クレアチンなど）の測定が可能であり、そのピーク面積はそれぞれの代謝産

物のプロトンの相対的な数を示している（下図）。 

 脳内の代謝産物は、正常脳とある神経疾患（腫瘍、脳梗塞、痴呆）などではその相対

的・絶対的な量、または T1および T2といった各々の代謝産物に固有の値が異なること

が 1H-MRSを用いた研究により報告されている。 

（『標準 MRI』(オーム社)より転載） 
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研究活動報告 

 

  





研究活動概要 

【教育研究】 

平成 21 年度から、成人のメンタルヘルスの問題に認知行動療法を提供する人材養成

が、地域自殺対策緊急強化基金事業（千葉県）の「人材養成から相談支援へと向かう認

知行動療法の実践的提供システムの確立のための強化モデル事業」として開始された。 

平成 23 年度に、成人のみならず、児童思春期のメンタルヘルスの問題への対処が必

要とされ、文部科学省特別経費（プロジェクト分）「高度な専門職業人の養成や専門教

育機能の充実」に、「子どものこころの発達研究センターによる教育研究事業」が選定

され、大学院医学研究院附属子どものこころの発達研究センターによる、子ども（児童

思春期）の不安、うつ、摂食、発達の障害などのメンタルヘルスの問題に対して、科学

的根拠に基づいた治療である、認知行動療法を実践できる高度な専門職業人の養成のた

めの教育研究を推進している。「子どものこころの発達研究センター」の構成は，「心理

学的治療部門」、「行動医科学部門」、「認知情報技術部門」、「こころの地域ネットワーク

支援室」、「Age2企画室」の五部門から成り、医療機関での認知行動療法の効果の検証と

治療プロトコルの開発、教育機関での早期発見・早期介入とメンタルヘルス支援システ

ムの研究、認知行動療法の脳科学的解明などの研究を、千葉県、柏市、千葉市などの地

方自治体と連携し、進めている。大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・福井大学と本学

を加えた 5大学を中心に All Japanの教育研究体制を構築している。 

さらに、平成 24 年度に、大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉

大学・福井大学連合小児発達学研究科千葉校「こころの認知行動科学講座」が開設され、

「認知行動療法学研究領域」、「メンタルヘルス支援学研究領域」、「認知行動脳科学

研究領域」の 3つの領域で、「子どものこころのひずみ」への心理学的介入である認知

行動療法を実施できる人材を後期博士課程（3 年間）で養成する仕組みが整備された。

平成 24 年度の連合大学院 5 大学 5 講座（19 研究領域）の入学定員 15 名に対して、千

葉校 1 講座に 1期生 6 名が、平成 25年度には 4名、平成 26 年度には 2 名、平成 27 年

度には 5 名が、平成 28 年度には 2 名が入学し、研究活動を行っている。千葉校の 3 年

間の学びの中で、認知行動療法の科学と実践の両側面を身につけるとともに、認知行動

療法に関する効果研究、児童思春期の精神疾患の病態解明のための研究、健やかな子ど

もが育つための支援方法に関する学術研究を完成させ、博士（小児発達学）の学位を授

与する。5 大学連合で教育を行うことで、各大学の専門の講義を遠隔 TV 講義システム

で受講したり、他大学へ演習に出かけたりなど、高度なスキルと知識が身につけやすい

ように、配慮されている。 

以上のように、千葉大学子どもこころの発達教育研究センターは、科学的根拠に基づ

いた心理学的介入である、認知行動療法のスキルを身につけることを目的とした、メン

タル・ケアの多職種（医師、看護師、臨床心理士、精神保健福祉士、作業療法士、教員

など）チーム医療の人材養成を行っていることが強みであり、今後も、大学のミッショ

ンとして、高度な専門職業人養成を進めていく予定である。 

 



【国際交流】 

海外の大学、研究機関、団体と交流状況 

Country Institute Representative 
Australia University of Melbourne Prof. Michael Bernard 
Colombia Manuela Beltrán University Dr. Sandra Fagua-García 
Italy Fondazione Santa Lucia Dr. Fabrizio Piras 
Netherlands VU University Medical Center Prof. Odile van den Heuvel 
Slovakia Comenius University Dr. Júlia Halamová 
Sweden Karolinska Institute Dr. Nora Choque-Olsson 
UK Kings College London Prof. Ulrike Schmidt 
UK Kings College London Prof. Kate Tchanturia 
UK Kings College London Dr. Katie Lang 
UK Swansea University Prof. Osamu Kobori 
UK Oxford University Prof. David Clark 
UK University of Derby Prof. Paul Gilbert 
USA Laureate Institute for Brain Research Dr. Jerzy Bodurka 
USA National Institute of Health Dr. Afonso Silva 
USA Institute of Living Dr. David Tolin 
   

 



認知行動療法部門 

【研究状況と成果】 

当部門では、認知行動療法（CBT）を実施できる治療者を養成し、うつ、不安症、強

迫症等の精神科疾患の治療効果研究をおこなうと同時に、治療前後での脳機能変化等を

検討することにより、それらの疾患の病態生理の解明に寄与している。千葉認知行動療

法士コースは、2010 年 4 月より千葉県内外の医療機関から募集した医療関係者を対象

に発足し、現在まで 7 期合計 89 名（医師 14 名、看護師 13 名、精神保健福祉士 11 名、

臨床心理士 44 名、薬剤師 2 名、養護教諭 2 名、産業カウンセラー2 名、発達心理士 1

名,）が研修を終了している。この 4 月より新しく 7 期生が研修を開始する。 

上記の研修コースの研修生、修了生が中心としてセラピストとなり、社交不安症、パ

ニック症、強迫症、摂食障害、うつ病等において、効果研究を含めた様々な臨床研究を

行っており、各疾患の重症度スケールは各疾患とも認知行動療法により有意な改善を示

している。平成 28 年度の主な研究結果を下記に紹介する。 

 
＜不安症＞ 

不安症においては、パニック症のマニュアルに基づく個人認知行動療法のパイロット

研究を行い、その介入効果を臨床効果と医療経済評価の面で検討した。介入の結果、パ

ニック症の重症度評価指標である PDSS （Panic Disorder Severity Scale）の得点は介入前

後で平均 6.6 ポイント減少（95 % CI 3.80 to −9.40, p < 0.001）、効果量 Cohen’s d = 1.77 

（95 % CI 0.88–2.55）の結果を得られた。治療反応性（PDSS が 40％減少）を示した患

者、PDSS の得点が 8 点未満（パニック症が active ではない＝寛解基準）となった患者

もそれぞれ 66.7％（10/15 人）となった。医療経済面の評価として、QOL の指標である

EQ-5D（EuroQol5–Dimension）の効用値の変化に基づき、医療経済評価で用いる指標で

ある QALY（Quality Adjusted Life Years；質調整生存年）を計算した。QALY は生存期

間と生活の質の両方を同時に評価しており、健康に 1 年間生存することを 1QALY とし

ている。日本人の１QALY＝500 万円と換算される。結果、患者は CBT を受けることに

より最低でも 1 年間で、0.102 QALYs が得られ、CBT で得られる便益は 51 万円（1 回

あたり 3.2 万円）が示され、費用対効果に優れていることが推察された。結果、パニッ

ク症に対する個人認知行動療法が、日本の臨床場面でも有用であることが示された。現

在はランダム化比較試験による研究を進めている。 
 

＜強迫症＞ 

 強迫症は併存疾患も多様であるが、近年、自閉スペクトラム症（ASD）の併存例にお

ける認知行動療法による治療予後の悪さが問題となっており、当センターの強迫症治療

班では、この観点から成人および児童思春期を対象に臨床研究を進めている。平成 25

年末から現在まで実施された認知行動療法の効果研究では、週 1 回 50 分（12 回～20 回

を実施）の認知行動療法プログラムを提供している。2017 年 3 月まで成人では 90 名の

患者がエントリーしている。適格例のうち、治療を終結した患者 37 名で検討した結果、

ASD 併存例 15 名、非併存例 22 の治療前後では、強迫症状の重症度評価尺度である Yale-



Brown Obsessive compulsive Scale （Y-BOC の総得点がそれぞれ 26.0±5.9 から 21.4±5.9

へ、26.4±5.9 から 14.3±6.1 へと改善したが、ASD を併存する患者はそうでない患者に

比べると有意に改善率が低かった。本研究は現在進行中であり、定量的 MRI、安静時

fMRI を撮像しており、今後症例を増やしてその詳細や治療効果に影響する因子につい

て検討する予定である。 

成人に２年遅れて開始した児童思春期の強迫症の臨床研究も進行中であり、現在まで

の終結例 10 例の ASD の併存の有無による効果に関しては、成人同様、併存例の効果が

低いという結果であるが、併存例でも曝露反応法が適応できた例では、十分な症状の改

善がみられており、今後症例数を増やし、画像研究等の結果と合わせて検討する予定で

ある。 
 

＜摂食障害＞ 

神経性大食症においては、英国のモーズレイモデル「過食症サバイバルキット」に基づ

き、16～20 セッションから成る 1 回 50 分のセッションを週１回のペースで実施し、治

療者は治療開始から治療終結まで、個人およびグループでのスーパービジョンを受けな

がら認知行動療法を提供している。並行して、認知行動療法の適応とならない神経性や

せ症においては、認知機能改善療法を 1 回 50 分週 1 回ペースで 10 回提供している。認

知機能改善療法は、AN の症状維持に関与しているとされる認知の柔軟性の障害と全体

統合性の脆弱性をターゲットとした神経心理学的介入法で、当センターではこれまでに

15 名の神経性やせ症患者に対し実施している。認知の柔軟性の測定には Brixton test、全

体統合性の測定には Rey 複雑図形課題を用いて定量的に評価した。Brixton test ではエラ

ー数が介入後に有意に減少した（M=10.7±4.4 から 8.1±4.7；ｐ=0.02）。Rey 複雑図形

課題では 3 ヶ月のフォローアップ時には点数の改善はみられたが有意差はなかった（介

入前 M=1.51±0.2; 介入後 M=1.42±0.4; 3 ヶ月後 M=1.61±0.2 ）。今後も引き続き効果

検証を進めていく予定である。 

 
<うつ病＞ 

うつ病に対しては、千葉市こころの健康センターとの共同事業として、コンパッショ

ン・フォーカスト・セラピーによる集団認知行動療法プログラムを市民に無償で提供し

ている。2016 年 5 月から 2017 年 3 月までに計 4 名が週 1 回 60 分（計 10 回）のセッシ

ョンを受け、Beck Depression Inventory-II（BDI-II）の大きな減少がみられている。引き

続きコンパッション・フォーカスト・セラピーによる集団療法を実施し、その効果検証

と地域貢献を目指していく予定である。 

 
＜物質関連障害＞ 

当部門では覚せい剤事犯当事者に対する再犯予防および社会復帰支援のための認知

行動療法の効果についての検討も行っている。覚せい剤事犯で仮釈放となった、もしく

は保護観察付の執行猶予となった女性で、渋谷区にある更生保護施設である更生保護法

人両全会が受け入れを認めた者を対象に、保護観察期間中の覚せい剤事犯当事者の保護

観察終了後、社会復帰後も継続できる、再犯予防を目的とした中期～長期的な援助を行



うために、認知行動療法を用いた中～長期的治療プロトコルの開発と提供、実施をし、

その効果を検討中である。プログラムは 2012 年 9 月に開始され、2017 年 3 月までに 45

ケースが終了ないしは稼働中である。両全会退寮後のプログラム参加継続率を向上させ

ることが現在の課題であり、トークンの工夫を重ねた新たな群を設定し、2017 年 3 月

現在 10 ケースが稼働中である。もともとの 35 ケースを統制群とし、トークン工夫群を

介入群とした、新たな研究デザインを設定し、両群の違いを今後検討することになる。 



行動医科学部門 

【研究状況と成果】 

1）発達期脳 DNA メチル化再編成のもたらす精神疾患発症脆弱性 

 出生後の DNAメチル化は、メチオニンや葉酸といったメチルドナーの摂食で維持され

る。本研究ではメチルドナー欠乏食（FMD食）を発達期（生後 3-6週）マウスに与えて

脳内 DNAメチル化の再編成を促し、FMD食期間を終えた直後（6週齢）と成長後（12週

齢）の行動変化とその分子機構を検証した。既に石井・富澤らの研究によって、メチル

ドナー欠乏食群において、海馬依存的な恐怖記憶の固定に障害が見られるなど行動上の

変化が見られた。その背景に GABA 受容体の発現低下やグルタミン酸受容体の発現低下

などがあることを報告している（Ishii et al., PLoSOne,2014, Tomizawa et al., Genes 

Brain Bhaiv., 2015） 。我々の結果は、幼年期メチルドナー摂取不足は、成長後も続

く行動変化を起こし、それが精神疾患の発症脆弱性につながることを示唆するものであ

る。DNAメチル化の変化は遺伝子 DNAそのものが変わらない形での後天的な遺伝情報の

伝達として次世代に移行する可能性があるため、我々は報告したようなメチルドナー欠

乏からくる行動変化が次世代にも見られるのかを検証した。その結果、恐怖学習後の消

去学習がメチルドナー欠乏によって影響を受けていたが、その雄マウスたちの次世代に

おいても消去学習の定着にコントロールマウスとの違いが見られた。さらに、そのよう

な次世代マウスの脳海馬で高発現しているカルモデュリンキナーゼ 2α（CaMKIIα）に

発現の違いが見られた。すなわち、出生後の脳内メチル化再編成は次世代にも行動異常

を、海馬における遺伝子発現異常を通じて引き継ぐだけの変化をもたらすことが示唆さ

れた。今後も解析を進めたい。 

 

 

2）恐怖の獲得と消去、再燃に対する性差、発達の影響 

 不安症関連疾患では、有病率や治療反応性、恐怖刺激に対する脳の活性化や脳容積へ

の影響において男女差が報告されている。本研究では、マウスの恐怖条件付け‐消去課

程において明確に雌雄差が存在することが示された。ことに恐怖消去過程では、メスで

は長いプロセスが必要で、卵巣ホルモンの関与が示唆された。同時に、発達過程におい

て恐怖記憶の固定や、消去後の再燃は大きく異なっていた（Matsuda et al., Neurobiol 

Learn Mem., 2015）。 

人では様々な交絡因子が働くことから、必ずしもマウスで示される性差がそのまま男女

に差をつけて暴露療法の適用を変えることを意味しない。しかし、個人の脳反応性とし

てマウスで示されたような、オス的ないしメス的な応答を示す差が存在していることは

示唆していると考える。 

  一方、マウスでは近年一旦条件付けされた恐怖反応を消去する実験時に、一度のみ

恐怖反応を誘発する条件刺激を与えると恐怖消去が促進されるという結果が幾つかの

研究グループから示されてたが（Monfils et al., Science, 2009; Clem and Huganir, 

Science, 2012）、我々の類似のパラダイムを用いた実験においてはそれが否定され



（Ishii et al., Behave Brain Res., 2015）、人を対象とした認知行動療法のさらな

る技法発展に資する新しい基礎的知見を加えられた。 

 

3）経頭蓋電流刺激法（t-DCS）による脳可塑性の誘導の認知機能への影響 

 我々の脳は外部刺激に対して一定の応答をするが、それは誘発脳波（事象関連電位）

として記録される。聴覚を通じて起こる脳波変化を捉える技法が聴性誘発電位であり、

その 1つ、P50抑制反応が t-DCSによって変化を誘導されることは確認した（Terada et 

al., Neurosci Lett., 2015）。それを踏まえ、現在、t-DCS が認知機能、とりわけワ

ーキングメモリに対してどのような影響を与えるのかを検証している。ワーキングメモ

リは、課題を実行する際に必要な情報を一時的に留めておく機能で、背外側前頭前野の

関与が強く示唆されているともに、様々な精神疾患でその機能低下が知られてもいる。

背外側前頭前野は t-DCSの良い標的部位でもあり、現在当部門での担当者は、健常者サ

ンプルを対象に幾つかのワーキングメモリを含めた認知機能課題を用いて、t-DCSの効

果を検証している。 

 

4）神経性やせ症への認知機能改善療法（CRT）の取り組み 

 H29年 3月現在、15名の神経性やせ症患者に対し実施した。認知の柔軟性の測定には

Brixton test、全体統合性の測定には Rey複雑図形課題を用いて定量的に評価した。

Brixton testではエラー数が介入後に有意に減少した（M=10.7±4.4から 8.1±4.7；

p=0.02）。Rey複雑図形課題では 3ヶ月のフォローアップ時には点数の改善はみられた

が有意差はなかった（介入前 M=1.51±0.2; 介入後 M=1.42±0.4; 3ヶ月後 M=1.61±

0.2 ）。今後も引き続き効果検証を進めていく予定である。 

 

5）精神疾患の病的背景を反映する物質因子の検索と同定 

 神経性無食欲症及び神経性大食症の患者血清からはグルタミン酸が両患者（群）にお

いて健常者よりも低いレベルにあることを示した。他に当センターではこれまでにうつ

病での血清濃度低下が報告されている、脳由来神経栄養因子（Brain Derived 

Neurotropic Factor; BDNF）の認知行動療法前後における濃度変化や強迫性障害血清か

らの抗体タンパク質の網羅的な検索を Alpha-LISA法にて探索している。 



認知情報技術部門 
 
【研究状況と成果】 

本部門は、「子どものための非侵襲的検査の開発」および「神経生理学検査および脳

画像検査を用いた認知行動療法の作用機序の脳科学的解明」のために、機能的 MRI

（fMRI）、形態学的 MRI、拡散テンソル画像（DTI）、近赤外分光法（NIRS）および

事象関連電位などの非侵襲的な脳機能計測法を用いて、精神疾患においてみられる脳機

能の変化と、脳神経回路における認知行動療法の影響を調べるために以下の研究を行っ

ている。 

 
１．社交不安症における恐怖に関する神経回路の変化と、認知行動療法の作用メカニズ

ムに関する研究（fMRI） 

社交不安症（SAD）は認知行動療法の最も有効な精神神経疾患の一つであるが、認知

行動療法の効果を無作為割付試験による脳画像研究で確認した研究はない。本研究では、

顔表情画像課題中の fMRI により、扁桃体などの辺縁系や前頭前皮質を含む恐怖の神経

回路の過活動と、認知行動療法による変化を探索している。対象は健常者と選択的セロ

トニン阻害薬（SSRI）抵抗性の SAD 患者とし、患者は通常診療群と通常診療に認知行

動療法を追加した群とに無作為割付を行った（図 1A）。MRI 撮像は国立研究開発法人

量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所の 3T 高磁場 MRI を用いて行った。今

年度までに、54 人（患者 34 名、健常対照者 20 名）の試験参加者に 85 回の fMRI 検査

を実施した。その結果、顔表情課題としては 4 種の表情（中立、怒り、恐れ、微笑み）



を使用したが、健常対照者では、「怒り」に対してのみ扁桃体の強い活動が認められる

のに対して、社交不安症の方では、中立の表情を含むすべての顔に対して扁桃体の強い

活動が認められた（図 1B）。次に、扁桃体活動の変化を治療の前後で比較したところ、

通常診療に認知行動療法を追加した群では、中立表情画像に対する応答の減少が両側で

認められた（図 1C）。扁桃体は情動を反映する脳部位であることから、曖昧な表情に

対するバイアスのかかった解釈が認知行動療法によって減少したことを反映している

可能性が示唆された。 

本研究の成果は、以下の報告書および学術集会で発表した。 

平野ら（2016）メンタルヘルス岡本記念財団研究助成報告集 

Hirano et al. (2016) 22nd Annual Meeting of the Organization for Human Brain Mapping 
Hirano et al. (2016) 124th Annual Convention of the American Psychological Association 
 

２．強迫症における脳形態画像、拡散テンソル画像と症状ディメンジョンとの関連性に

関する研究（形態学的 MRI、DTI） 

強迫症患者を対象として脳形態 MRI 研究を実施した。強迫症（OCD）は、臨床的に

多彩な症状を示すことが知られており、その症状はいくつかの次元に分類される。さら

に、強迫症は強迫症状が多岐にわたることから、fMRI 課題を用いて特定の症状賦活を

起こすことが困難であり、fMRI による脳活動変化の知見は一致していない。そこで、

脳灰白質および白質の変化も同定できる形態的 MRI 画像を用いた VBM（voxel based 

morphometry）および拡散テンソル画像（diffusion tensor imaging）による定量的 MRI 解

析により症状ディメンジョンとの関連性を調べた。千葉大学附属病院放射線部の 3T 高

磁場 MRI で撮像した患者 30 名の脳形態画像を解析した結果、強迫症患者では右視床の

脳灰白質体積が症状次元「洗浄」の重症度と負の相関を示した（図 2A）。また、左白

質体積は症状次元「ためこみ」の重症度と負の相関を示した（図 2B）。また、拡散テ

ンソル画像を解析した結果、白質線維の統合性を反映するとされる異方性比率

（fractional anisotropy: FA）と症状次元「順序」の重症度と正の、「中和」の重症度と

負の相関を示した（図 2C）。これらの結果は、OCD では特定の症状次元に関与する脳

部位が存在することが示唆されている。来年度も引き続き、患者のリクルートおよび子

どもの MRI 検査を実施する予定である。 



本研究の成果は、以下の学術誌および学術集会で発表した。 
Hirose et al. (in press) Brain Imaging Behav 
Yagi et al. (in press) Acta Neuropsychiatrica 
Hirose et al. (2016) 124th Annual Convention of the American Psychological Association 

平野（2017）第 9 回日本不安症学会学術大会 
 

３．摂食障害で発現する食物への渇望、失感情症、報酬系の変化、およびうま味刺激に

対する応答と認知行動療法の作用メカニズムに関する研究（fMRI、NIRS） 

摂食障害（神経性やせ症、神経性過食症）の初発年齢の多くは 10 歳代であり、思春

期女性のおける重大な精神神経疾患である。本研究では、認知行動療法の適用対象とな

る 13 歳以上の患者を対象として、摂食障害の脳活動の変化と認知行動療法の作用メカ

ニズムを fMRI と NIRS を用いて解明することを目的としている。 

摂食障害、特に神経性過食症患者に対し、うま味刺激を与えたときの fMRI 撮像を行

った。撮像には、千葉大学附属病院放射線部の 3T 高磁場 MRI を用いた。その結果、神

経性過食症患者において、うま味刺激を与えたときの不快度が増加しているとともに、

右島皮質中部の活動が健常女性と比較して上昇していた（図 3A）。これらのことから

不均衡な食品選択と摂食における満足感や楽しみの減少を反映していることが示唆さ

れた。 

同時に先行研究で指摘されている神経性過食症患者における性格特性と前頭葉機能

の関係を調べるため、数字逆唱課題中における脳血流変化を近赤外分光法（NIRS）を

用いて測定した。その結果、摂食障害調査票（EDI-2）における禁欲主義と、数字逆唱

課題中の両側背側前頭前皮質活動に負の相関が生じたことから、禁欲的傾向が神経性過

食症における課題実施中の脳活動上昇を抑制している可能性が示唆された（図 3B）。 

また、むちゃ食い障害および肥満症患者における報酬系活動中の fMRI 撮像を開始し、

肥満外科手術前後の金銭報酬遅延（monetary incentive delay; MID）課題中の報酬処

理の変化を観察した。今後も撮像を続ける予定である。 

摂食障害・肥満症研究の成果は、以下の学術誌および学術集会で発表し、国際学会に

採択された。 



Sutoh et al. (2016) Eur Eat Disord Rev 
Matsumoto et al. (2016) 124th Annual Convention of the American Psychological Association 

Matsumoto et al. (2017) 24th European Congress on Obesity（採択） 

Hirano et al. (2017) 24th European Congress on Obesity（採択） 



こころの発達支援教育部門 

【研究状況と成果】 

1.学校現場や地域社会における認知行動療法を用いた予防的介入の実践と効果検証 

 

1－1.子どもの不安への対処力を養う「勇者の旅」プログラムの実践と効果検証 

 昨年度までに実施した、①小学校の授業における「勇者の旅」プログラムの介入研究

及び、②小学校の朝学活における「勇者の旅」プログラムの介入研究に関して、どちら

も予備的研究と同様の不安低減効果が確認され、現在、その研究成果を研究論文にまと

めている。①については、介入群児童 30名、統制群児童 40名を対象とし、介入群児童

が所属する学級の授業時間において、全 10回の「勇者の旅」プログラムを実施した結

果、プログラム実施直後、及び 3ヶ月後の地点で、統制群児童に比べて介入群児童の不

安 (SCAS; Spence Children’s Anxiety Scale)のスコアが有意に低減していた。続い

てサブ解析として、不安高群と不安低群それぞれの SCASスコア変化を確認したところ、

不安高群児童数の割合が有意に減少していたことも示された。また②については、介入

群児童 31名、統制群児童 61名を対象とし、介入群児童が所属する学級の朝学活（+授

業 1回）において、全 14回の「勇者の旅」プログラムを実施した結果、統制群児童に

比べて、介入群児童の SCASスコアが有意に低減していた。続いてサブ解析として、SCAS

スコアがカットオフ値以上のハイリスクグループの変化を追ったところ、介入群では

SCASスコアの悪化例が 0％だったのに対し、統制群では 6.8％あったことが示された。 

 以上の研究成果を元に、今年度は文部科学省委託事業「子どもみんなプロジェクト」

にも参画し、以下のように「勇者の旅」指導者養成講習会（6時間ワークショップ）や

各種研修会を開催した。 

日付 タイトル イベント名（場所） 参加者 

平成 28年 

7月 3日 

不安への対処力を養う 

認知行動療法の授業実践 

子どもみんなプロジェクト in千葉 

学校認知行動療法研修会 6時間 WS 

（千葉市文化センター） 

34名 

平成 28年 

11月 23日 

子どもの不安 

（不安への対処力を養う

認知行動療法の授業実践） 

第 17回認知療法研修会 

（ナレッジキャピタルコングレ 

コンベンションセンター） 

約 20名 

平成 28年 

12月 10日 

「勇者の旅」 
不安予防プログラムの紹介 

子どもみんなプロジェクト in鳥取 

教員免許状更新講習 

（鳥取大学地域学部） 

114名 

平成 28年 

12月 23日 

不安への対処力を養う 

認知行動療法の授業実践 

教員免許状更新講習 

（千葉大学教育学部） 
30名 

平成 29年 

1月 29日 

不安への対処力を養う 

認知行動療法の授業実践 

子どもみんなプロジェクト in千葉 

学校認知行動療法研修会 6時間 WS 

（千葉県教育会館） 

42名 

平成 29年 

3月 6日 
不安予防と「勇者の旅」 

平成 28年度スクラム教育研修会 

（鳥取県岩美町役場） 
15名 



 更に今年度は、次年度以降の大規模な介入研究の実現へ向けた準備として、千葉県・

千葉市教育委員会及び鳥取県教育委員会と連携し、「勇者の旅」実践協力校の募集を行

った。その結果、千葉県内 15校、千葉市内 3校、鳥取県内 3中校区（中学校 3校、小

学校 12校程度）から手が上がっており、次年度は各地域合わせて計 10回程度、指導者

養成講習会を開催する計画をしている。また、9月からは各学校において「勇者の旅」

プログラムを実践しての効果検証研究を行う予定であり、そのための準備の一環として、

今年度は「勇者の旅」ホームページを開設した。 

 

1－2．不登校問題に対応する保護者支援のグループプログラムの開発 

昨年度より、「ＣＢＴに基づく不登校生徒親支援プログラム（P/NA）」を実施できる

ファシリテーターの養成を諮るための講座（全 3日間）を大学キャンパス内、子どもへ

の精神治療を行う地域の総合病院内、不登校生徒が増加している震災地域のＮＰＯ法人

においてなど、さまざまな場所で行ってきた。その結果、講座を受講したファシリテー

ター（心理職、養護教諭、相談員、保健師など）により、大学キャンパス、公民館など

の地域コミュニティ、病院にて、不登校生徒親支援プログラムは実施されており、現在

も継続中である。（ファシリテーター実践の親支援プログラムの効果については、この

後分析していく。）今年度は、ファシリテーター養成講座を実施する地域をさらに広げ

ていく予定である。その上で、どのような場所で、どのようなファシリテーターによっ

てプログラムが展開されることが一番効果的か、検討していきたいと考えている。 

 

1－3．映像を使ったいじめ予防プログラムの開発 

本研究では、小学生を対象としたいじめ防止のためのフラッシュアニメーションを開

発し、そのビデオの有効性を実証することを目的に、準実験デザインによる比較対象試

験を実施した。 

ビデオは、１章：いじめの基礎知識、２章：いじめの被害者の対処法、３章：いじめ

の傍観者の対処法、の３部構成（各章約 10分）で、段階的に知識を深められるよう工

夫した。 

このビデオの効果を検証するため、千葉県内の小学校２校４～６年生の児童を対象に、

介入群と統制群に分け、介入群にはビデオ視聴前、視聴直後および３か月後の計３回、

統制群には介入群の視聴前および３か月後と同じタイミングで計２回、いじめに関する

知識を問う問題、計 12問を回答させた。 

結果は以下の通りである。介入群と統制群のいじめに関する問題の得点を比較したと

ころ、ビデオ視聴前には特に有意差は認められなかった一方で、３か月後は介入群の方

が有意に得点の高いことが示された。また、介入群のビデオ視聴前、視聴直後、３か月

後の得点の比較を行ったところ、ビデオ視聴前より視聴直後・３か月後ともに有意に得

点の上昇が認められた。ただし、ビデオ視聴直後より３か月後の方が得点は有意に下が

った。以上の事から、本研究で開発されたいじめ防止ビデオは、その視聴によりいじめ

に関する知識を増やせることが示された。今後は開発したビデオの活用・普及の方法を

検討していく予定である。 

 



2.質問紙調査を用いた学校現場や地域社会での精神疾患有病率の調査研究 

 

2－1．メンタルヘルス問診による精神疾患の調査研究 

本研究は、学生健康診断の際に行うメンタルヘルス問診への回答を用いて大学生に見

られる精神的な問題と学生生活への影響について明らかにすることを目的とする。 

平成 28年 4-7月に行った 1回目のメンタルヘルス問診は 14214名の学生(男性：8839

名、女性：5375名)が回答しており、そのうち精神症状がある、あるいは精神的な問題

のために学業、社会生活、コミュニケーションで中等度以上の問題があると回答した学

生が 3976名いた。これらの学生に対しては約 6か月後に M.I.N.I.精神疾患簡易構造化

面接法(MINI)を基に作成した自記式質問紙と Sheehan Disability Scale (SDISS)など

からなる 2回目の問診を行い、1212名から回答を得た。そのうち、1つ以上の精神疾患

の存在が疑われ、そのために SDISSで中等度以上の問題を抱えていると回答した学生が

119名いた。この 119名に対しては受診を勧めるメールを出しており、その後受診につ

ながったかどうか追跡調査を行っている。 

また、本研究への協力に同意が得られた学生を対象とした研究では、MINI、自閉症ス

ペクトラム指数(AQ)、摂食障害診断質問紙(EDE-Q)、社会適応の自己評価スケール

(Social Adaptation Self-evaluation Scale; SASS)の日本語版を使用して精神疾患と

社会適応の関係について解析を行っている。 

今後の予定としては、他の大学でも同じ質問紙を用いた調査を行い、多施設共同研究

としてより多くの対象者、地域でデータを集め、多角的な解析、検討を行うことになっ

ている。 

 

2－2．摂食障害の早期発見と支援体制の明確化のための調査研究 

本研究は、平成 26 年度厚生労働省科学研究費補助金「摂食障害の診療体制整備に関す

る研究」の早期発見、支援体制整備のワーキンググループの研究推進のための実態調査

を行い、地域ネットワークの支援体制を明確化することを目的とする。 

第１に、学校保健の支援体制づくりを目的とした、学校における摂食障害の児童生徒

等への支援について、小中高等学校の養護教諭を対象としたアンケートを用いた多施設

調査(神戸市、大阪市、埼玉県、千葉県)を行い、最終的には、学校の養護教諭への摂食

障害支援のマニュアルの作成と普及、支援体制の整備を検討する。2015 年 1 月に千葉

県、千葉市の小、中、高等学校養護教諭を対象に、「摂食障害の早期発見･早期支援に

関するアンケート調査」を実施した。 

第２に、大学生の早期発見、スクリーニングを目的とした調査を実施します。2015

年に千葉大学生を対象として、メンタルヘルス健診において、質問紙を用いた摂食障害

のスクリーニング調査を実施した。 

実施結果の詳細については、【研究状況と成果】に記載している。 

 

2－3．社交不安症の早期発見と支援体制の明確化のための調査研究 

日本には、不登校数が 17.5万人、引きこもり数が 69.6万人いるとされ、大きな社会問

題となっている。不登校・ひきこもりの発生や維持には、不安の問題が大きくかかわっ



ていると捉えることができる。社交不安症は不登校やひきこもりの要因になりうるため、

早期介入が望まれる。 

我々は、平成 28年度に千葉県内の高等学校 1校、4年生大学 1校の学生を対象に、

社交不安症のスクリーニング調査を実施した。今回の調査では、社交不安傾向を把握す

るため、社交不安症の評価スケールの LSAS-J（ Liebowitz Social Anxiety Scale 

日本語版)を使用した。高校生 670人、大学生 471人の合計 1141人のうち、高校生の

274人（41％）、大学生の 127人(27％)が、中等度以上の社交不安傾向を有していた。

今回の調査結果からかなりの人数の高校生、大学生に社交不安傾向があることがわかり、

メンタルヘルスの支援に有効な情報を得られた。有効性・安全性ともに問題はなく、次

年度以降も研究継続可能と考え、平成 29年度も引き続き調査を実施し、具体的な支援

体制の構築化を検討していく予定である。 

 

3．子ども虐待に対する専門的対応の人工知能による予後シミュレーションと意思決定

支援研究 

 

・問題：子ども虐待対応現場では、児童相談所の虐待対応件数だけで、1991年から 2016

年までに 100倍となっている。ただし、一方で、児童相談所の職員数については、

記録が残る 1999年から 2倍にしか増えていない。現場では、都市部児童相談所で、

担当者一人あたり常時 100件を担当しており（※海外では常時 20ケース程度になる

ように担当ケース数がコントロールされている。30ケースを超えるとケース対応の

質が落ちると言われている）、研修・教育に割く時間がなく、かつトラウマストレ

ス及び二次受傷などから、バーンアウトやうつ病による離職、異動希望の増加など

によって、専門的な知見が活用できなくなっている。 

 

・解決策：それらを解決するために、モバイルアプリ開発によって、科学的知見を元に

した現場支援と漏れの無いデータ収集を行い、記録業務の簡略化を行う。個人情報

を除かれたデータは、クラウドデータベースに暗号化されたまま送信される。クラ

ウドデータサーバーにて、AI技術（画像・テキスト分析については、畳み込みニュ

ーラルネットワークなど、離散化数値は PLSA処理後ベイジアンネットワークによる

解析など）によって、予後予測シミュレーション、及び意思決定リコメンドを行う。 

 

・これまでの実績：これまでは、リスクアセスメントシートを開発し、信頼性・妥当性

を検証した。それを用いて、どのような項目に該当すると、再発に寄与するのかな

どについて検討を行った。一般線形化モデルでの検討を行ったが、今後はベイズ推

論を含め、どのような対応が再発率を下げるのか、子どもの回復を向上させるのか、

という点を検討する。 

 

本事業は、主に産業技術総合研究所 人工知能研究センターにおける国立研究開発法人

新エネルギー・産業技術総合開発機構プロジェクト（NEDO）の一貫であり、NPO法人 Child 



First Lab.、千葉大学医学部、及び三重県などと連携し、現場実践—研究-教育／研修-

技術開発の循環を発展させていく研究プロジェクトである。 

 

 



こころの地域ネットワーク支援室 

地（知）の拠点整備事業「若年者に対するデート DV および性暴力の相談ニーズと啓発

方法の実態調査」の成果概要 
 

 野田市児童家庭部人権・男女共同参画推進課による，高校生を対象にしたデート DV に

ついての講演会実施後，デート DV や性暴力の経験，暴力についての相談経験の有無や

相談先，相談経験に対する評価，ソーシャルサポートなどについて，質問紙調査を実施

した。質問紙調査結果からは，国や自治体等が実施してきたデート DV についての先行

調査（内閣府男女共同参画局 2006, 2009, 2012, 2015; 神奈川県立かながわ女性センタ

ー研究情報課 2008; 熊本県 2008; 横浜市市民活力推進局男女共同参画推進課 2008; 
東京都生活文化局都民生活部男女平等参画課編 2013 など）では問われてこなかった

様々なことがらを含め，若年層の暴力やその相談に関する実態を明らかにすることが

できた。こうした，研究としても新規性・独自性のある調査結果について集計・分析し，

野田市児童家庭部人権・男女共同参画推進課にフィードバックすることにより，より市

民の実態を反映した施策等の構想に資することができたと思われる。 
 

 性暴力についての簡略な説明と，千葉県内の相談先を記載したリーフレットを作成し，

野田市児童家庭部人権・男女共同参画推進課の窓口に配置した。また，デート DVや性

暴力について，自分や友人が遭った場合の対応や留意点，被害によってもたらされうる

影響や千葉県内の相談先について，高校生にとって親しみやすいデザインで紹介した

小冊子を作成し，野田市児童家庭部人権・男女共同参画推進課が実施した高校生対象の

講演会にて配布した。 

 
 



Ａｇｅ２企画室部門 

 

【研究状況と成果】 

本研究（新生児および小児の脳内代謝物濃度変化）は、神奈川県立こども医療センタ

ーとの共同研究により行われた。こども医療センターでは、画像診断用脳 MRI検査時に
1H-MRスペクトロスコピー（MRS）測定もルーチンでなされており、脳内代謝物濃度の定

量解析を千葉大学の研究者が必要に応じて行っている。脳内代謝物濃度を知ることで画

像診断に新たな情報を加えることが出来るため、臨床診断を行ううえで一定の効果を挙

げている。 

今年度は、新生児脳内乳酸濃度値についての検討（誌上発表 1）、新生児脳内γ-アミ

ノ酪酸（GABA）レベルについての検討（誌上発表 2、学会発表 1）、および早産児につ

いての複合画像データに関する検討（学会発表 2）をまとめ発表した。 

 

新生児脳内乳酸濃度値についての検討 

（平成 25年度「Age2企画室部門」の内容を改変、誌上発表 1の要約である） 

【目的】新生児脳では、疾患などがみられない場合でも、MRS法において明瞭な乳酸ピ

ークが観測されることが報告されている[1]。本研究は、臨床用 3T MR装置（Siemens）

を用いた in vivo 1H MRS法により新生児期における乳酸の絶対濃度を得て、脳の発達

との関連性を調べることを目的とした。 【方法】対象は新生児群 48 名（撮像時の受

胎後週数 postconceptional age（PCA）30-43 weeks）である。Single-voxel MRSは PRESS

（TE/TR = 30/5000 ms）シーケンスを用い、選択領域は基底核（BG, 2.4-6.7ml）およ

び半卵円中心（CS, 3.6-7.3ml）とした。定量解析は LCModelを用い、SNR=8以上のスペ

クトルから乳酸の絶対濃度を得た。また乳児 9名（月齢 4.8 ± 4.6ヶ月, 範囲 1-12ヶ

月）、児童 20名（9.2 ± 3.4歳, 範囲 4-15歳）を対照群とした。 【結果】乳酸濃度

（BG, 新生児群 n = 41 [0.21, 0.77, 1.23 mM (Q1, median, Q3)]; 対照乳児群 n = 9 

[0.13, 0.38, 0.52 mM]; 対照児童群 n = 11 [0.01, 0.17, 0.23 mM]、CS, 新生児群 n 

= 41 [0.54, 0.77, 0.95 mM]; 対照乳児群 n = 7 [0.33, 0.49, 0.76 mM]; 対照児童群

n = 20 [0.19, 0.22, 0.36 mM]）を得た。乳酸濃度は、年齢と共に有意に減少した

（Spearman’s rank correlation: BG, n=61, ρ = -0.38, p = 0.003; CS, n=68, ρ = 
-0.57, p ＜ 0.001）。乳酸濃度と PCAには有意な相関はみられなかった。 【考察】

本研究により、新生児期の脳内乳酸濃度の有意に高い定量的な値が得られた。アストロ

グリアにおけるグルコース代謝は解糖系優位であることが示唆されており、放出された

乳酸はニューロンで効率的にエネルギー源として用いられている[2, 3]。髄鞘化が進行

中であるなど、未熟な新生児脳における乳酸高値は、新生児期以降と比べて 1）アスト

ログリアでのグルコース代謝がより解糖系優位である、2）ニューロンにおける乳酸消

費量が少ない、または 3）エネルギー源としての乳酸選択率が低い、などの理由が考え

られた。 【結論】1H MRS法により新生児の脳内乳酸濃度を知ることにより、脳の発達

および機能変化などとの関連性の指標となり得ることが示唆された。さらなる研究によ

り、新生児に特異的な代謝機能も含めたより詳細な情報を提供できることが考えられる。 



文献：1. Am J Neuroradiol 2006;27:573-579.  2. Proc Natl Acad Sci 1994;91:10625-

10629.  3. J Cereb Blood Flow Metab 2006;26:153-160. 

 

 

 

 

図 1．In vivo プロトン MRスペクトル．新生児（受胎後週数 38週）の半卵円中心領域

（5.2 mL; TE/TR, 30/5000 ms) から得られた． 

  



In vivo 1H MRSによる新生児脳内γ-アミノ酪酸（GABA）レベルの測定 

（平成 27年度「Age2企画室部門」の内容を改変、誌上発表 2の要約である） 

【目的】γ-アミノ酪酸（GABA）は脳において主要な抑制性神経伝達である。近年、
1H-MRSでのスペクトル差分法（edited-MRS）を用いたin vivoヒト脳内GABAレベル測定

が行われているが[1]、新生児脳内GABAの報告はなされていない。本研究は、臨床用3T 

MR装置（Siemens）を用いたedited-MRS法で、新生児脳内GABAレベルを調べることを目

的とした。 

【方法】対象は新生児38名である。Edited-MRSデータの収集にはMEGA-PRESSシーケン

ス（TE/TR = 69/1500 ms）[2]を用い、選択領域は基底核（3.7-7.6ml）および小脳

（3.7-9.4ml）とした。差分スペクトルを得るためのデータ処理にはGannetソフトウエ

ア[3]を、GABA+（高分子などの寄与含む）およびクレアチン（Cr）などのピーク面積

の計算は自作のソフトウエア（Matlab上で動作）をそれぞれ用いた。計算で得られた

GABA+/Cr、GABA+/waterピーク面積比に、それぞれクレアチン、水濃度を掛け合わせ、

新生児基底核における値を1として標準化した（Normalized GABA+ レベル）。また健

常ボランティアの児童12名（10.2 ± 3.6歳（平均±SD））を対照群とした。 

【結果】新生児群は、両領域（基底核、小脳）において有意に低いNormalized GABA+

レベルを示し（図１）、これは先行のex vivoでの報告と傾向が一致していた[4]。一

方、新生児小脳では有意にCr濃度が低いために（表１）、GABA+/Crによる評価では新

生児の小脳GABA+/Cr比が対児童群よりも有意に高い結果となった（図１）。 

【結論】本研究により、新生児では児童と比較するとin vivo GABA+レベルは基底核・

小脳両領域において有意に低いことが示された。GABA+/Crによる比較を行う際には、

対象者のCr濃度に注意する必要があることが示唆された。 

  

文献：1. Prog Nucl Magn Reson Spectrosc 2012;60:29–41.  2. NMR Biomed 

1998;11:266-272.  3. J Mgan Reson Imaging 2014;40:1445-1452.  4. Electrophoresis 

2014;35:1181-1187. 

表 1．新生児および児童の脳内クレアチン濃度 

 Basal ganglia  Cerebellum 

Neonates 9.0 ± 0.9 (n=36) 6.3± 1.9 (n=11) 

Children 9.5 ± 0.8 (n=10) 12.1 ± 2.0 (n=12) 

P values < 0.001 < 0.001 

Data are shown in mM (mean ± SD).  

 



 

図 1．基底核および小脳における in vivo GABA+レベルの箱ひげ図．A, GABA+/water

ピーク面積比. B, GABA+/クレアチン（Cr）ピーク面積比. C, 水濃度で標準化した

GABA+レベル. D. Crで標準化した GABA+レベル. * <0.01、** <0.001. 

  



早産児の複合画像データに関する検討（途中経過報告） 

【目的】早産児（在胎週数 37週未満）は予後において神経学的障害、身体的問題のリ

スクが高いことが知られている[1]。本研究は、早産児の新生児期における脳内代謝物

濃度および脳体積は、発達の予後予測の早期指標となり得るかを調べることを目的と

した。 【方法】対象は早産児 26名（在胎週数: 23-33週）である。受胎後週数 34-

40週時に脳 MRI検査を受け、MRS（PRESSシーケンス、TE/TR = 30/5000 ms）も施行さ

れた。脳内代謝物濃度は、MRSデータから LCModelソフトウエアを用い水分濃度を

46.9Mとして計算した。また、脳体積の計算には T2強調画像（TE/TR = 119-123/5000 

ms; 0.59x0.59x2 mm; 48-52スライス）を使用し、体積測定は ROI editor（John 

Hopkins大学）により行った。対象児が修正年齢 1.5歳のときに新版 K式発達検査を

行い発達指数（DQ）を得た。代謝物濃度と DQ、および脳体積と DQとの関連性をスピ

アマンの順位相関係数により調べた。 【結果】クレアチン、コリン、N-アセチルアス

パラギン酸、ミオ-イノシトール、グルタミン酸+グルタミン濃度は以下の値が得られ

た[mM]: 基底核, 5.4-9.0, 1.3-2.6, 3.0-6.4, 4.8-8.8, 3.8-11.5; 半卵円中心, 

3.8-5.9, 1.5-2.3, 2.4-6.1, 5.7-9.3, 3.9-8.9。脳体積については、脳内テント上、

小脳、頭蓋内についてそれぞれ以下の値が得られた[mL]: 222-332, 13-22, 352-550。

DQは 44-119の範囲であった。脳体積と DQ、脳代謝物濃度と DQのいずれも有意な相関

は見られなかった。 【考察・結論】発達検査の総値である DQと MRデータ間には、

有意な相関は見られなかった。今後は、新生児期に MR検査を受けた早産児が順次 1.5

歳となり発達検査を受けるため、対象者が増える予定である。また DQ値の詳細な値の

検討、脳体積はより詳細な分画化（灰白質や白質など）を行う予定である。 

文献：1. 藤村ら．厚労省科研報告書 2008． 
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社会活動 

1. 伊藤絵美 東京認知行動療法アカデミー ワークショップ：ストレスマネジメント

に活かす認知行動療法の理論と方法 2016/4/17 
 

2. 伊藤絵美 千葉少年問題研究会 スキーマ療法入門 2016/5/19 
 

3. 杉田克生 小児神経診療における診断推論の必要性 第 58 回日本小児神経学会 実

践教育セミナー２ 京王プラザホテル 2016/6/2 
 

4. 松澤大輔 専門職研修 「4 大認知症の診断とその問題行動（BPSD）」千葉県福

祉ふれあいプラザ, 我孫子市 2016/6/15 

 
5. 松澤大輔 専門職研修 「認知症への薬物療法的アプローチ」千葉県福祉ふれあい

プラザ, 我孫子市 2016/6/29 

 
6. 浦尾悠子．平成 28 年度学校認知行動療法研修会，千葉大学子どものこころの発達

教育研究センター，不安への対処力を養う認知行動療法の授業実践，千葉市文化セ

ンター 2016/7/3 

 
7. 松澤大輔 専門職研修 「介護職や要介護者が精神疾患を持っている時の専門職と

しての関わり方を考える」, 千葉県福祉ふれあいプラザ, 我孫子市 2016/7/6 

 



8. 杉田克生 病院経営管理士通信教育医学概論 日本病院会 ホスピタルプラザセミナ

ールーム 2016/7/20 
 

9. 伊藤絵美 矯正協会 認知行動療法連続ワークショップ 2016/8/30, 10/4, 10/18, 
11/1 
 

10. 浦尾悠子．平成 28 年度不祥事防止研修会，ストレスとうまくつき合うコツを知ろ

う，千葉県立市原特別支援学校 2016/9/1 
 

11. 伊藤絵美 最高裁判所 セルフケアのためのコーピングと認知行動療法 

2016/10/3 
 

12. 伊藤絵美 NHK 放送総局 管理者自身のセルフケアと職場で行うラインケア 

2016/10/17 
 

13. 伊藤絵美 帝京大学医学部 認知行動療法のエッセンス 2016/10/25 
 

14. 松澤大輔 NECST ワーキングフェスタ 2016 「発達障害について知っていただき

たいこと」, ”働く”を考えるセミナー&パネルディスカッション・第 3 部メインシ

ンポジウム, 有楽町朝日スクエア, 東京都中央区, 2016/10/28 
 

15. 伊藤絵美 集団認知行動療法研究会 スキーマ療法入門．2016/10/30 
 

16. 伊藤絵美 キャリアネットワーク 認知行動療法初級ワークショップ 2016/11/6 
 

17. 伊藤絵美 医学書院 ケアする人も楽になるマインドフルネス＆スキーマ療法入門

ワークショップ 2016/11/13 
 

18. 伊藤絵美 矯正協会 スキーマ療法ワークショップ 2016/11/29, 12/6 
 

19. 伊藤絵美 オフィスインテグラル ワークブックによるスキーマ療法ワークショッ

プ 20016/12/4 
 

20. 大島郁葉「子どもを気質と環境から理解する：スキーマ療法ワークショップ」福島

大学 2016/12/3-5 

 
21. 浦尾悠子．第 2 回子どもみんなプロジェクト in 鳥取（教員免許状更新講習）「勇

者の旅」不安予防プログラムの紹介」鳥取大学地域学部．2016/12/10 
 

22. 伊藤絵美 法務総合研究所第 9 回保護観察官専修科研修 セルフストレスマネジメ

ントの理論と方法 2016/12/14 
 



23. 伊藤絵美 ウィリング横浜 管理職のための職場のメンタルヘルス研修 

2016/12/16 
 

24. 浦尾悠子．平成 28 年度生徒指導・教育相談研修会「認知行動療法を学校現場で活

用するために」千葉県立長生高等学校．2016/12/19 

 
25. 浦尾悠子．平成 28 年度教員免許状更新講習「不安への対処力を養う認知行動療法

の授業実践」千葉大学教育学部．2016/12/23 

 

メディア 

新聞・雑誌 

1. 清水栄司, 平野好幸．NHK ウイークリーSTERA（ステラ） 2016 年 4 月 15 日号.

（NHK サービスセンター刊）に社交不安障害の治療と脳機能画像が紹介されまし

た。 
 

2. 吉永尚紀, 清水栄司.日本経済新聞 34 面. 2016 年 6 月 8 日. 薬効かない対人恐怖症 

認知行動療法で改善 宮崎大・千葉大が紹介されました。 
 

3. 吉永尚紀, 清水栄司.東奥日報 22 面. 2016 年 6 月 8 日.対人恐怖症に効果 認知療法 

半数で, 症状消えるが紹介されました。 

 
4. 吉永尚紀, 清水栄司.静岡新聞 27 面. 2016 年 6 月 8 日.対人恐怖症の治療 認知行動

療法が有効 宮崎大などが紹介されました。 
 

5. 吉永尚紀, 清水栄司.中国新聞 11 面.2016 年 6 月 12 日.認知行動療法で対人恐怖症改

善が紹介されました。 
 

6. 吉永尚紀, 清水栄司. 日刊工業新聞 12 面.2016 年 6 月 16 日. 人的交流に支障きたす

社交不安症 認知行動療法で症状消失もが紹介されました。 

 
7. 関陽一. 朝日新聞.2016 年 6 月 29 日.検査では異常なし･･･でも消えない その痛み

「考え方」変え改善が紹介されました。 
 

8. 吉永尚紀, 清水栄司. 宮崎日日新聞 1 面.2016 年 7 月 8 日.対人恐怖症に面接療法 

世界初, 有効性を実証 宮大・吉永講師と千葉大チームが紹介されました。 
 

9. 清水栄司.千葉日報.2016 年 7 月 30 日.不眠症ネットで治療 千葉大病院 認知行動

療法を応用が紹介されました。 

 



10. 清水栄司.日本経済新聞 29 面.2016 年 8 月 2 日.薬使わず不眠症改善 千葉大病院

の臨床試験が紹介されました。 
 

11. 清水栄司.夕刊フジ 13 面.2016 年 8 月 3 日.薬で改善しない社会不安症や不眠症のた

めの認知行動療法が紹介されました。 

 
12. 吉永尚紀, 清水栄司. 読売新聞夕刊 10 面.2016 年 8 月 3 日.社交不安症, 訓練で修正

…抗うつ薬効かない患者にも有効が紹介されました。 
 

13. 清水栄司.共同通信.2016 年 12 月 22 日. 「認知行動療法の外来開設 千葉大, 国立

大病院で初」が紹介されました。 
 

WEB 掲載 

1. 中里道子.Medical Note. 2016 年 7 月 14 日.  子どもの心の病気にはどのような疾患

があるのか―発達障害や摂食障害の発症の可能性は？が紹介されました。 
 

2. 中里道子. Medical Note. 2016 年 7 月 15 日. 子どもの心の病気に対する治療と支援

－摂食障害と児童虐待が紹介されました。 

  



２０１7 年業績（～3 月 31 日） 
英語文献 

原著論文 

1. Hirose M, Hirano Y, Nemoto K, Sutoh C, Asano K, Miyata H, Matsumoto J, Nakazato M, 
Matsumoto K, Masuda Y, Iyo M, Shimizu E, Nakagawa A. Relationship between symptom 
dimensions and brain morphology in obsessivecompulsive disorder. Brain Imaging Behav. in 
press 
 

2. Ohtani T, Nestor PG, Bouix S, Newell D, Melonakos ED, McCarley RW, Shenton ME, 
Kubicki M. Exploring the neural substrates of attentional control and human intelligence: 
Diffusion tensor imaging of prefrontal white matter tractography in healthy cognition. 
Neuroscience. in press 
 

3. Tomiyasu M, Aida N, Shibasaki J, Umeda M, Murata K, Heberlein K, Brown MA, Shimizu 
E, Tsuji H, and Obata T. In vivo estimation of γ-aminobutyric acid (GABA) levels in the 
neonatal brain. NMR Biomed. 2017;30 
 

4. Noguchi R, Sekizawa Y, So M, Yamaguchi S, Shimizu E. Effects of five-minute internet-
based cognitive behavioral therapy and simplified emotion-focused mindfulness on 
depressive symptoms: a randomized controlled trial. BMC Psychiatry. 2017;17:85 
 

5. Maki S, Koda M, Kitamura M, Inada T, Kamiya K, Ota M, Iijima Y, Saito J, Masuda Y, 
Matsumoto K, Kojima M, Obata T, Takahashi K, Yamazaki M, Furuya T. Diffusion tensor 
imaging can predict surgical outcomes of patients with cervical compression myelopathy. Eur 
Spine J. in press 
 

6. Maki S, Koda M, Ota M, Oikawa Y, Kamiya K, Inada T, Furuya T, Takahashi K, Masuda Y, 
Matsumoto K, Kojima M, Obata T, Yamazaki M. Reduced field-of-view diffusion tensor 
imaging of the spinal cord shows motor dysfunction of the lower extremities in patients with 
cervical compression myelopathy. Spine (Phila Pa 1976). in press 
 

7. Kishimoto R, Suga M, Koyama A, Omatsu T, Tachibana Y, Ebner DK, Obata T. Measuring 
shear-wave speed with point shear-wave elastography and MR elastography: a phantom study. 
BMJ Open. 2017;7:e013925 
 

8. Tsuchiyagaito A, Horiuchi S, Igarashi T, Kawanori Y, Hirano Y, Yabe H, Nakagawa A. 
Factor structure, reliability, and validity of the Japanese version of the Hoarding Rating Scale 
Self-Report (HRS-SR-J) Neuropsychiatr Dis Treat. 2017;13:1235-43 
 

9. Matsumoto J, Hirano Y, Hashimoto K, Ishima T, Kanahara N, Niitsu T, Shiina A, Hashimoto 
T, Sato Y, Yokote K, Murano S, Kimura H, Hosoda Y, Shimizu E, Iyo M, Nakazato M. 
Altered serum level of matrix metalloproteinase-9 and its association with decision-making 
in eating disorders. Psychiatry Clin Neurosci. 2017;71:124-34 

  



10. Yagi M, Hirano Y, Nakazato M, Nemoto K, Ishikawa K, Sutoh C, Miyata H, Matsumoto J, 
Matsumoto K, Masuda Y, Obata T, Iyo M, Shimizu E, Nakagawa A. Relationship between 
symptom dimensions and white matter alterations in obsessive-compulsive disorder. Acta 
Neuropsychiatrica. in press 
 

11. Kuge R, Lang K, Yokota A, Kodama S, Morino Y, Nakazato M, Shimizu E. Group cognitive 
remediation therapy for younger adolescents with anorexia nervosa: a feasibility study in a 
Japanese sample. BMC Res Notes. 2017;10:317 

 

日本語文献 

原著論文 

1. 星野郁佳, 杉田克生, 粉川あずさ, 杉田記代子, 折原俊一, 林徹, 横田梓 第一言語

と第二言語における“語彙‐概念リンク”の発達 千葉大学教育学部研究紀要 

2017;65:269-278 

総説 

1. 清水栄司．【うつ病治療における「真のリカバリー」を考える】 難治性うつ病の

記憶のイメージ書き換えを用いた認知行動療法の新しい発展. 臨床精神薬理 
2017;20:283-90 
 

2. 清水栄司．学校での不安の認知行動療法の授業の有効性. 思春期学 2017;35:28-30 
 

翻訳 

1. 粉川, あずさ, 海老根, 遥香, 杉田, 克生（訳）小学校における困難児への対応 : 
教師への指導指針 第 2 版 : Durham 大学 CEM 作成 : 研究に基づく教師へのガイ

ド http://doi.org/10.20776/100569 

報告書 

1. 永岡紗和子, 久能勝, 中川彰子, 平野好幸, 清水栄司. 子どもの強迫性障害に対する

認知行動療法の有効性に関する研究. メンタルヘルス岡本記念財団研究助成報告集 
2017;28 印刷中 

 

単行書 

1. 伊藤絵美（監修） 折れない心がメモ 1 枚でできるコーピングのやさしい教科書 

宝島社 2017 年 1 月 

 



 

国内学会 

1. 松本一記, 浅野憲一, 浦尾悠子, 久能勝, 中川彰子, 清水栄司. Japanese Initiative 
for Diagnosis and Treatment Evaluation research in Telepsychiatry (J-
INTEREST) ; 強迫・不安等に対する在宅遠隔認知行動療法のパイロット RCT の

研究デザイン. 日本遠隔医療学会スプリングカンファレンス 2017, ASEAN-Japan 
Healthcare ICT Forum. 東京 2017/2/18 
 

2. 平野好幸．症状次元を考慮した強迫症の脳画像研究．シンポジウム 2「OCD の生

物学と新規治療の可能性」座長, 松永寿人, 清水栄司．第 9 回日本不安症学会学術

大会．福岡 2017.3.10-11 

3. 小杉尚子, 押山千秋, 丹羽真一「音楽を取り入れた統合失調症の認知リハビリテー

ションプログラムの開発研究」第 12 回日本統合失調症学会．鳥取 2017/3/24-25 
 
社会活動 

1. 伊藤絵美 矯正協会 認知行動療法事例検討ワークショップ 2017/1/17 
 

2. 大島郁葉「スキーマ療法研修会」神経・認知・行動・感情心理研究会 東
京,2017/1/20-21 
 

3. 伊藤絵美 関西カウンセリングセンター KSCC 統合的心理療法セミナー：スキ

ーマ療法と対人関係精神分析 2017/1/29 
 

4. 浦尾悠子．平成 28 年度学校認知行動療法研修会「不安への対処力を養う認知行動

療法の授業実践」千葉県教育会館．2017/1/29 
 

5. 伊藤絵美 NHK 放送研修センター 管理職員対象メンタルヘルスケア研修 

2017/2/9-10 
 

6. 伊藤絵美 法務総合研究所第 52 回保護観察官高等科研修 ストレスマネジメント

の理論と方法 2017/2/8 
 

7. 伊藤絵美 医学書院 ケアする人も楽になるマインドフルネス＆スキーマ療法入門

ワークショップ 2017/2/19 
 

8. 伊藤絵美 NHK 放送総局 自分の心をいつでも助ける「セルフケア」の極意 

2017/2/21 
 



9. 大島郁葉「成人の高機能自閉スペクトラム症に対するスキーマ療法：複数事例を通

しての紹介」大阪大学子どものこころの分子統御機構研究センター, 2017/2/22 
 

10. 浦尾悠子．平成 28 年度スクラム教育研修会「不安予防と「勇者の旅」プログラ

ム」鳥取県岩美町役場．2017/ 3/6 
 

11. 伊藤絵美 福井県総合福祉相談所 自殺予防に活かすストレスコーピングと認知行

動療法 2017/3/8 
 

12. 伊藤絵美 仁愛大学 認知行動療法の基礎と実践 2017/3/8 
 

メディア 

テレビ 

1. 清水栄司.NHK E テレ, ハートネット TV「視線の恐怖」. 2017 年 2 月 2 日再放

送.社会不安障害の症状である視線恐怖に対する回復方法が紹介されました。 
 

新聞・雑誌 

2. 中川彰子.日本経済新聞.2017 年 2 月 12 日. 強迫症, あえて不安と対峙「認知行動

療法」広がるが紹介されました。 
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共催

第10回千葉子どものこころの医療研究会

中里 道子 先生
千葉大学 子どものこころの発達研究センター特任教授

日時

講演1

2016年 6月17日（金）18:45～21:00

場所 ホテルポートプラザちば 2階「ルビー」
〒260-0026 千葉市中央区千葉港8-5
TEL.043-247-7211 FAX.043-247-2811

プログラム
18:45～19:00 コンサータ製品紹介

座長

松本 俊彦 先生
国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター
精神保健研究所 薬物依存研究部 部長

講演2

友田 明美 先生
福井大学 子どものこころの発達研究センター 教授

千葉子どものこころの医療研究会 ヤンセン ファーマ株式会社

当日はお弁当をご用意しております



文部科学省委託事業「子どもみんなプロジェクト」イベント＠千葉

学校認知行動療法研修会・指導者養成6時間ワークショップ

不安への対処力を養う

認知行動療法の授業実践
（小学校高学年向け）

日時：平成28年7月3日（日）9:30-16:30 （9時受付開始）

会場：千葉市文化センター （千葉市中央区中央2-5-1）

講師：浦尾悠子 （千葉大学子どものこころの発達教育研究センター特任助教）

ファシリテーター：小柴孝子（神田外語大学特任教授）、吉田理子（千葉県公立小学校養護教諭）

主催：千葉大学子どものこころの発達教育研究センター

後援：千葉県教育委員会（申請中）、千葉市教育委員会（申請中）

参加費

無料
定員30名程度

※事前申し込み制です。
申し込み方法の詳細は、

裏面をご覧下さい。
 主な受講対象者

小中学校の教諭・養護教諭・

スクールカウンセラー、その他

子どものメンタルヘルスの支援に

携わっている方

（学級活動、総合的な学習の時間、

道徳などの授業実践に、プログラムの

活用をご検討いただける先生であれば、

どなたでもご参加いただけます。）

 ワークショップの主な内容

1．不安予防プログラムの紹介

2．ロールプレイによる授業実践

3．質疑応答

4．指導者認定証の授与

認知行動療法に基づく不安予防プログラムの指導者を養成します。

あなたも、不安を抱える子どもの支援者になりませんか？



【平成2８年度いじめ対策等生徒指導推進事業】

脳科学・精神医学・心理学等と学校教育の連携の在り方「子どもみんなプロジェクト」のご案内

本取り組みでは、不登校、いじめ、子どもの問題行動とともに、子どもたちみんなの育ちと学

びについて、教育実践者と基礎的学問領域の研究者がそれぞれの立場から、課題について考え、

その解決策を探ります。(URL http://smilesupporter.wix.com/kodomo)

【文部科学省委託事業】

本事業は、平成26年７月２４日の文部科学省「情動の科学的解明と教育等への応用に関する調

査研究協力者会議（審議のまとめ）」の提言を受け、研究と教育の現場をつなぐ目的で立ち上げ

られたものであり、平成２７年度予算に基づき文部科学省の委託事業として大学コンソーシアム

（大阪大学を基幹大学に、金沢大学、浜松医科大学、千葉大学、福井大学、鳥取大学、弘前大学、

兵庫教育大学、武庫川女子大学の９大学）により行われるものです。

http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/rccmd/

〒260-8670千葉市中央区亥鼻1-8-1 電話 043-226-2975  Fax 043-226-8588

子どもたちは様々な不安の問題を抱えており、それが学校生活での不適応（問題行動・不登校

等）や学業成績の不振につながる場合も多くあります。その解決法として、不安の感情をコント

ロールする目的で、考え方（認知）や行動のパターンを見直す認知行動療法が、医療機関で実施

されています。また近年、学校現場において、学級集団を対象に認知行動療法に基づく指導を行

うことで、子どもたちの不安の点数を低減することが実証できています。

本ワークショップでは、小学校高学年（5～6年生）向けに、学校で行う認知行動療法の授業を

実践できるようになるためのワークショップです。

 ワークショップの目的

Email: kodomocbt@gmail.com

• ①氏名 ②性別 ③所属 ④電話番号

⑤メールアドレス を明記の上、上記メール

アドレスまでお申し込み下さい。

• 定員となり次第、募集を締切とさせていただ

きます（定員を超えた場合のみ、こちらから

個別にご連絡をさせていただきます）。

• 本ワークショップに関するお問い合わせも、

上記メールアドレスまでお願いいたします。

会場（千葉市文化センター）のご案内
※ＪＲ千葉駅・京成千葉中央駅より徒歩約１０分です。

 お申し込み・お問い合わせ先



ノラ・オルソン先生特別講演 
 

                          

  

 

 

スウェーデンのカロリンスカ研究所から短期滞在留学に来られている、

ノラ・オルソン先生に、講演をいただきます。ご参加ください。 

【講演内容】 

"Social skills group training for children and adolescents with high- functioning 

autism spectrum disorder: an RCT multicenter [NCT01854346] and a qualitative 

study" 

（高機能ＡＳＤの児童思春期患者に対するグループＳＳＴ：多施設によ

るＲＣＴと質的研究） 

【日 時】2016年7月20日(水) 14:40～16:10 (IAPT3時限目) 

【場 所】亥鼻キャンパス 医薬系総合研究棟Ⅱ7F セミナー室 

【主 催】千葉大学 子どものこころの発達教育研究センター 

 

Nora Valeria Choque-Olsson  
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プ

ワークショップ8
W-08　 子どもの不安

（子どもの不安への対処力を養う認知行動療法の授業実践）

【趣旨・狙い】
不安は、危険から身を守るための自己防衛システムとして機能する生存に必須の感情です。また、子どもは日常生活の
中で、不安を乗り越えることによって成長するという側面もあります。しかし、不安が過剰になると「他の子の前で緊
張する」「教室に入るのが不安」「学校へ行くのが怖い」というように、学校不適応や不登校などの問題につながること
もあります。子どもの不安症（分離不安症、限局性恐怖症、社交不安症、パニック症、広場恐怖症、全般不安症）、強迫
症は、最も大きなメンタルヘルスの問題の１つとされ、うつ病など他の精神疾患のリスクファクターとなることや、放
置すると成人期の問題に発展する可能性も指摘されていることから、子ども達の不安への対処力を養い、問題の発生を
未然に防ぐことが、非常に重要と考えられます。
近年、不安の予防的アプローチの中でも、認知行動療法（以下 CBT）に基づくアプローチの有効性が示されるようになり、
学級集団を対象とした CBTプログラムが、世界各国で開発・実施されています。しかし、国外で開発されたプログラムは、
日本での実施に必ずしも適しているとは言えない側面もあります。このため、千葉大学子どものこころの発達教育研究
センターでは、日本の学校現場で実施しやすいプログラムの開発が必要と考え、小学校高学年～中学校の児童生徒を対
象とした、不安への対処力を養う CBTプログラム「勇者の旅」を開発し、実践と効果検証研究をスタートさせています。
すでにいくつかの介入研究（非ランダム化並行群間比較試験）において、介入群児童の不安スコアの（対照群に比べての）
有意な低減が確認されており、現在は「勇者の旅」指導者養成 6時間ワークショップを受講された学校現場の先生方に、
勤務校にて授業実践をしていただきながら、更なる研究を進めているところです。
そこで本ワークショップでは、プログラム開発の経緯、これまでの研究成果、プログラムの内容、授業実践の方法等を
ご説明し、授業の疑似体験や動画視聴などを通して、小中学校の教育現場における「勇者の旅」プログラムの授業実践
について、理解を深めていただくことを目指します。なお、本ワークショップにはどなたでもご参加いただけますが、
特に、今後学校現場にて「勇者の旅」プログラムを用いた授業実践をご検討いただける先生方のご参加をお待ちしてお
ります。

清水	栄司	 千葉大学大学院医学研究院認知行動生理学／	
千葉大学子どものこころの発達教育研究センター

浦尾	悠子	 千葉大学子どものこころの発達教育研究センター

2016 年 11月 23日（水）　9:00 〜 12:00� 第 8会場「ルーム 9」

座長・コーディネーター

W-08-01

第17回日本認知療法研修会
［ワークショップ］

プログラム







日時

鳥取大学地域学部５階 5160教室会場

2016年12月10日 8：30～（受付）
9：00～16：00土

子どもみん
なプロジェクト

定員になり次第、
締め切らせて
いただきます

定員200名

in 鳥取

第２回

～「脳科学・心理学・精神医学等の最新知見を学校現場に生かす」～

参加費
無料

主催：鳥取大学地域学部附属子どもの発達・学習研究センター
後援：鳥取県教育委員会、鳥取市教育委員会、新日本海新聞社、NHK鳥取放送局

●コーディネーター　小林勝年
●シンポジスト　浦尾悠子　大羽沢子　谷中久和

シンポジウム

脳科学の基礎知識　谷中久和（鳥取大学地域学部）
「勇者の旅」不安予防プログラムの紹介
　　　　　　　　　　　 浦尾悠子（千葉大学子どものこころの発達教育研究センター）
RTIを導入した算数障害児童への早期対応システムについて　
　　　　　　　　　　　　　　　　大羽沢子（鳥取大学医学部附属病院）
　新しい発達研究の始まり　小林勝年（鳥取大学地域学部附属子どもの発達・学習研究センター長）

脳 科 学
精神医学

心 理 学

発達精神病理学

講　　演



第２回子どもみんなプロジェクト in 鳥取  参加申し込み用紙

参加申し込み締め切り12月２日（金）

御名前 御所属・役職

手話通訳をご希望の方は11月18日（金）までにお申し込みください。 手話通訳希望

お申込み・
お問い合わせ

鳥取大学地域学部附属子どもの発達・学習研究センター
●〒680-8551 鳥取市湖山町南４-101　●TEL/FAX 0857-31-5958　●E-mail：katsuhara30＠adm.tottori-u.ac.jp

いじめ対策等生徒指導推進事業
（脳科学・精神医学・心理学等と学校教育の連携の在り方）：
子どもみんなプロジェクト

これまで子どもの発達と教育につい
ての基礎研究と実践活動を行ってき
た９大学（大阪大学・金沢大学・浜
松医科大学・千葉大学・福井大学・
鳥取大学・弘前大学・兵庫教育大学・
武庫川女子大学）が本事業を受託。

大　学
コンソーシアム

大阪
大学

浜松
医科大学

金沢
大学

福井
大学 弘前

大学

千葉
大学

鳥取
大学

兵庫
教育大学

武庫川
女子大学

末恒駅

美荻野団地

障害者
福祉センター

国立病院機構
鳥取医療センター

鳥取商業
高校

湖山街道

国道9号線

鳥取空港

白兎SS

岩美▶

鳥取市内▶

◀米
子

鳥取湖陵
高校

鳥大前駅

湖山池 鳥取大学

地域学部棟

正門 入口

西門ゲート

5160 教室

駐車場

共通教育棟

広報センター

西門ゲート
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神経・認知・行動・感情心理研究会は，基礎や臨床といった枠組みとらわれず，心

理学による有益な研究知見の発展と発信を目指し 2012 年夏に発足いたしました。 
この度、千葉大学子どものこころの発達教育研究センターより、大島郁葉先生をお

招きし、２日間のワークショップを開催させていただきます。

セミクローズドの会ですので，会員からの紹介が必要ではございますが，ふるって

ご参加いただきますようお願い申し上げます。

１．日時

2017 年 1 月 21 日～2017 年 1 月 22 日 
いずれも１０時～１６時

２．場所

筑波大学大塚キャンパス

３．参加費

１万円（当日、現金でお支払いください）

４．参加資格と発表について

本研究会員からの紹介が必須となります。

５．問い合わせ・申し込み先

お名前，ご所属，紹介者を記載の上，以下のメールアドレスまでご連絡ください。

神経・認知・行動・感情心理研究会（代表：定廣英典，事務局：浅野憲一）

kenichi.asano1225@gmail.com 

神経・認知・行動・感情心理研究会 

スキーマ療法ＷＳのご案内



文部科学省委託事業「子どもみんなプロジェクト」イベント＠千葉

学校認知行動療法研修会・指導者養成6時間ワークショップ

不安への対処力を養う

認知行動療法の授業実践
（小学校高学年向けの、10回の授業で行うプログラムです。）

日時：平成29年1月29日（日）9:30-16:30 （9時受付開始）

会場：千葉県教育会館

講師：浦尾悠子 （千葉大学子どものこころの発達教育研究センター特任助教）

ファシリテーター：小柴孝子（神田外語大学特任教授）

主催：千葉大学子どものこころの発達教育研究センター

後援：千葉県教育委員会（申請中）、千葉市教育委員会（申請中）

 主な受講対象者

小中学校の教諭、養護教諭、ス

クールカウンセラー、その他、学

校現場で子どものこころの教育

に携わっている方

（学級活動、総合的な学習の時間、

道徳などの授業実践に、授業実践を

ご検討いただける先生であれば、ど

なたでもご参加いただけます。）

 ワークショップの主な内容

1．不安予防プログラムの紹介

2．ロールプレイによる授業実践

3．質疑応答

4．指導者認定証の授与

認知行動療法に基づく予防教育プログラムの指導者を養成します。

不安の問題に対処する知識とスキルを、授業で教えてみませんか？

（千葉市中央区中央4-18-10）

参加費

無料
定員30名程度

※事前申し込み制です。
申し込み方法の詳細は、

裏面をご覧下さい。



【平成2８年度いじめ対策等生徒指導推進事業】

脳科学・精神医学・心理学等と学校教育の連携の在り方「子どもみんなプロジェクト」のご案内

本取り組みでは、不登校、いじめ、子どもの問題行動とともに、子どもたちみんなの育ちと学

びについて、教育実践者と基礎的学問領域の研究者がそれぞれの立場から、課題について考え、

その解決策を探ります。(URL http://smilesupporter.wix.com/kodomo)

【文部科学省委託事業】

本事業は、平成26年７月２４日の文部科学省「情動の科学的解明と教育等への応用に関する調

査研究協力者会議（審議のまとめ）」の提言を受け、研究と教育の現場をつなぐ目的で立ち上げ

られたものであり、平成２７年度予算に基づき文部科学省の委託事業として大学コンソーシアム

（大阪大学を基幹大学に、金沢大学、浜松医科大学、千葉大学、福井大学、鳥取大学、弘前大学、

兵庫教育大学、武庫川女子大学の９大学）により行われるものです。

〒260-8670 千葉市中央区亥鼻1-8-1 電話：043-226-2975 Fax：043-226-8588

 ワークショップの目的

会場（千葉県教育会館）のご案内 お申し込み・お問い合わせ先

電車：ＪＲ千葉駅・徒歩２０分、ＪＲ本千葉駅・徒歩１２分、
京成千葉中央駅・徒歩１２分

バス：ＪＲ千葉駅東口 ２番、３番より乗車、中央４丁目に
て下車（徒歩３分）

子どもたちは様々な不安の問題を抱えており、それが学校生活での不適応（問題行動・不登校

等）や学業成績の不振につながる場合も多くあります。その解決法として、不安の感情をコント

ロールする目的で、考え方（認知）や行動のパターンを見直す認知行動療法が、医療機関で実施

されています。また近年、学校現場において、学級集団を対象に認知行動療法に基づく指導を行

うことで、子どもたちの不安の点数を低減することが実証できています。

本ワークショップでは、小学校5～6年生から中学生の児童生徒向けに、学校で行う認知行動療

法の授業を実践できるようになるためのワークショップです。

千葉大学子どものこころの発達教育研究センター
学校認知行動療法研修会ワークショップ事務局

Email: kodomocbt@gmail.com
• ①氏名（ふりがな）②性別 ③所属 ④職種

⑤電話番号 ⑥メールアドレス※ を明記の上、

上記メールアドレスまでお申し込み下さい。

• 数日以内に、受付完了のメールをお送りいたします。

• 定員となり次第、募集締切とさせていただきます（定員を

超えた場合、受付終了のご連絡をさせていただきます）。

※⑥のメールアドレスは、ご所属先のアドレスではなく、私用

のアドレスをお知らせください。なお、お申し込み者の迷惑

メール対策等で、上記gmailから送信したメー ルが正しく届

かないことがございます。上記のgmailアドレスを受信でき

るように、設定をお願いいたします。



詳しくは裏面をご覧ください

科学的アプローチの可能性

子 ど も み ん な シシ ンン ポポ ジジ ウウ ムム 2 0 1 7 in 千千 葉葉

普通って、誰？

子どもたちの”今”は、子どもたちの将来だけでなく、私たち社会の未来
につながります。今の子どもの問題を解決することは、子どもたちのこ
れからを、私たち社会を変えることでしょう。
私たちは、データに基づいた科学的アプローチにこそ、子どもたちの明
るい未来を創る可能性があると信じています。

馳 浩 氏 前文部科学大臣　
衆議院議員

13：00受付開始
13：30開会

千葉大学医学部 ゐのはな記念講堂
〒260-0856 千葉県千葉市中央区亥鼻1丁目8-1

日
付

場
所

子どもみんなプロジェクト事務局｜info@kodomo-minna.jp　http://www.kodomo-minna.jp

お問い合わせ・お申込み

主催｜文部科学省委託事業「子どもみんなプロジェクト」、大阪大学、金沢大学、浜松医科大学、千葉大学、福井大学、弘前大学、鳥取大学、兵庫教育大学、武庫川女子大学
後援｜千葉県教育委員会、千葉市教育委員会

片山泰一（大阪大学大学院教授、本プロジェクト企画運営協議会会長）
文部科学省挨拶 坪田知広（文部科学省初等中等教育局 児童生徒課長）  千葉県教育委員会挨拶 内藤敏也（千葉県教育委員会 教育長）
千葉大学挨拶 渡邉誠（千葉大学 理事）

「普通って、誰？」 馳浩（前文部科学大臣、衆議院議員）
・磐田モデル　
・学校風土尺度（Japan School Climate Inventory：JaSC）開発と学校状況調査
・「勇者の旅」と今後の展開

　

「子どもたちの未来を創る～科学的アプローチの可能性～」
司会：片山泰一  シンポジスト：研究者：清水栄司（千葉大学子どものこころの発達教育研究センター長 教授）  三邉義雄（金沢大学子どものこころの発達研究センター長 教授）
教育現場：猿渡正利（本プロジェクトワーキンググループ会議委員、特定非営利活動法人まちと学校の未来 参与）
　　   石川康浩（千葉県教育庁 教育振興部指導課生徒指導・いじめ対策室 指導主事）   小笠原恭史（弘前市教育委員会 教育センター指導主事 相談支援チームリーダー）

森則夫（大阪大学大学院 特任教授、本プロジェクト企画運営協議会副会長）

基
調
講演

教育関係者 他
参加費無料 要申込 定員500名無料
※教師、教育委員会など教育関係者が
対象ですが、どなたでも参加できます。

プ ロ グ ラ ム

象
対

総合司会　松澤大輔（千葉大学大学院医学研究院認知行動生理学 講師）

13：30

13：45

14：30
　
 

15：00

15：15

16：40

主催者挨拶

基 調 講 演

進捗状況の報告

　　

休 　 　 憩

シンポジウム

閉 会 挨 拶

土2月4日2017



〈キリトリ線〉

職種・ご所属等

メールアドレス

電話番号 F A X

ご 住 所

ご 氏 名
ふりがな

参 加 申 込 書子どもみんなシンポジウム2017 in 千葉

体育館

附属図書館
亥鼻分館

医学部・看護学部正門

看護・医薬系
総合教育研究棟

亥鼻地区
厚生施設

学生

学生寄宿舎

サークル会館

医学研究院附属
動物実験施設

看護学部

医学部

ゐのはな
同窓会館

大学構内のご案内

記念講堂

相談室

「子どもみんなプロジェクト」とは、不登校、いじめ、キレる子ども、非行など、子どものこころの発達の
危機とも言える問題について、全ての子どもを対象とするという視点から、教育現場と研究者が連携し
て解決にあたることを目的としています。特長としては、決して問題行動にのみ焦点を当てた取り組み
でなく、それらと、それらの背景にある子どもたちのこころの育ちを前方視的に追いかけながら、子ど
もたちを理解し、支援していこうとするものです。これは、我が国にとって重要な取組みであり、こうし
た動きがあることを国民に向けて発信していくことが大切です。昨年度より始まった本プロジェクト
は、いよいよ調査研究、実践の段階に入りました。よって、現在の進捗状況を社会に知らせ、多くの人の
参画を促し、それぞれの立場から議論を深めていただくために、本シンポジウムを実施します。

千葉大学医学部 ゐのはな記念講堂

シンポジウム参加ご希望の方は、必要事項を下記いずれかの方法
でご連絡ください。応募は先着順で受け付け、定員に達し次第締め
切らせていただきます。お申し込みを頂いた方に整理番号を発行致
します。よって、ファックスでの送信の場合も、整理番号をお知らせで
きるように連絡先を明示して下さい。（通常、メールにてお知らせします
が、アドレスがない場合は郵送致します。整理番号の連絡が来ない場合は、
申し込みが完了してない可能性がありますので、お問い合わせ下さい）

ホームページ
http://www.kodomo-minna.jp/

Eメール
toiawase@kodomo-minna.jp 

Ｆ Ａ Ｘ
0798-45-9880（武庫川女子大学子ども発達科学研究センター）

〒260-0856 千葉県千葉市中央区亥鼻1丁目8-1

交通機関
JR千葉駅、京成千葉駅到着
後、JR千葉駅東口正面７番
のバス乗り場から「千葉大学
病院」行きまたは「南矢作」
行きバスに乗車、「千葉大医
学部入口」で下車。

JR
外房線・内房線

総
武
線

タウンライナー
千葉駅

タクシープール
①

②

③

④

⑤

⑥ ⑦
⑧

⑨

⑩

⑪
⑫

⑬

バス総合案内所
システム

バス案内所

バス乗り場のご案内

お申し込み方法会場



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ADOS-2 の公式臨床用研修会あるいは研究用研修会（海外も含む）を受講した方のため

のフォローアップ研修会を、ADOS-2 国際トレーナーでいらっしゃる廣瀬公人先生のご指導

の下、開催することが決定いたしました。Administration（実施法）および Coding（評定

法）のブラッシュアップ目的の実際的な研修です。各検査アイテムの捉え方、採点基準に

合わせた行動サンプルの採り方等、具体的に学ぶことができます。 

 今回は第２回となり、以下の要領で全国４会場を同時にスカイプで繋いで実施します。

研修会を受けて実際にやってみたけどいろいろとわからないことがある、という方、臨床

家としてより力をつけたい方、研修者資格に挑戦したいという方は、ぜひご参加ください。 

記記記記    

１、日時    平成 29年 2月 5 日（日） 13 時受付 13 時 15 分～16時 45 分 

２、会場    大阪大阪大阪大阪（または甲子園）、千葉大学千葉大学千葉大学千葉大学、浜松市内浜松市内浜松市内浜松市内、佐賀佐賀佐賀佐賀の４会場同時開催 

        ＊注）会場ごとの定員があり、申込お振込先着順とします。 

３、講師    廣瀬公人先生（児童精神科医、ADOS-2 国際トレーナー） 

４、参加費   3,000 円（*事前のお振込をお願いします） 

５、申込み方法 ＊完全事前申込者限定 

  ①以下の要領で、メールでお申込みください 

     件名：件名：件名：件名：第 2回 ADOS-2 フォローアップ研修会受講申込み 

     本文：本文：本文：本文：氏名、職種、職場名、ADOS2 臨床用研修会を受講した年と会場名 

      連絡のつきやすいメールアドレスと携帯電話番号、4444 つのうちつのうちつのうちつのうち希望する会場名希望する会場名希望する会場名希望する会場名 

     申込申込申込申込先メールアドレス先メールアドレス先メールアドレス先メールアドレス：：：： ados2_follow_up★yahoo.co.jp 

           ★を＠に替えてご送信ください。 

  ②今回は 4 会場一斉に行うため、まず事務局から、会場決定、参加費振込口座情報等

の連絡をいたします。その後、お振込を確認した時点で受講受付番号発行します。

同時に各会場の責任者に参加者情報をお知らせしますので、会場アクセス等の連絡

については会場責任者から受講者と直接やり取りして頂きます。 

 

＊ADOS２公式フォローアップ研修会実行委員会の主催です 



奥村泰之先生
（医療経済研究機構 主任研究員）

特別講演

2017年
日時 2月8日 16:30-19:20

千葉大学子どものこころの発達教育研究センター
医薬系総合研究棟Ⅱ 7Fセミナー室

16:30～18:00（90分）

「押さえておきたい
介入研究デザインのポイント」

心理士、薬剤師、医師、福祉士の社会人学生向け
（対象３０名程度）

第1部

第2部
18:10～19:20（70分）

「⼤規模データベースを活⽤した
精神疾患の臨床疫学研究」

医師 教員向け
（対象２０名程度）

問い合わせ： 千葉大学子どものこころの発達教育研究センター
〒260-8670 千葉市中央区亥鼻１－８－１
TEL：043-226-2975／FAX：043-226-8588
E-mail：chibarccmd＠ML.chiba-u.jp

水

～奥村先生プロフィール～
専門：臨床疫学・医療経済学
研究領域：精神保健研究

「未来の患者に役立つ知見を生み
出そう」という理念を実現するため、
研究を推進していらっしゃいます。



 

子どものこころの分子統御機構研究センター 

平成２８年度連続セミナー 

第９回のお知らせ 

 

第９回  大島 郁葉 先生 
  千葉大学子どものこころの発達教育研究センター 

行動医科学部門  特任助教 

演題「成人の高機能自閉スペクトラム症に対する 

スキーマ療法：複数事例を通しての紹介」 

 

 ＜概要＞ 

高機能 ASDは成人期まで診断が見過ごされることが多いことから、慢性的に社会的軋轢を

持ちやすい。そのため対人的な傷つきや自己否定感を強く持ち、二次障害を多く持つことが

指摘されている。成人 ASD患者は ASD特性よりも合併精神障害を主訴として医療機関を訪れ

る場合が多いが、ASD特性への本人および周囲の気づきや理解がない場合は、二次障害のみ

の治療を行っても状態や状況は改善しにくい。そのため「難治性」と呼ばれてしまうことも

ある。その場合、診断検査への必要性に対する説明、然るべき検査の施行とフィードバック、

診断の受け入れ、二次障害や中核的な AS 特性の心理教育、それらの治療、といった一連の

治療を行う必要性がある。 

スキーマ療法はパーソナリティ障害など，疾病に無自覚、治療抵抗がある、対人不信感が

強すぎて治療関係を結べないといったいわゆる難治の患者に対しての治療効果を持つ心理

療法であり、生得的特徴や幼少期の体験により構成された極端な認知体系である「早期不適

応的スキーマ」「不適応的モード」を変容させ，環境に対する過剰で不適応的な反応形態を

変化させることを治療目的としている。 

これまでに発表者は、成人の高機能 ASD患者に対する中核的な障害特性と二次障害の包括

的な治療効果の開発および効果を検証するために、「成人の高機能 ASD に対するスキーマ療

法臨床試験」を１１名に施行した。本発表では、成人の高機能 ASDに対するスキーマ療法に

参加した患者からの事例を複数提示し,成人期の高機能 ASD の診断アセスメント～支援の在

り方について検討することを目的とする。 

 

日時：平成２９年２月２２日（水）１８：００～ 

        場所：大阪大学医学部臨床研究棟 6階階段横セミナー室 

 

        <お問い合わせ>  

子どものこころの分子統御機構研究センター 

06－6879－3863 

秘書 福井（3863） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究費補助金 

 

  





研究費補助金 

文部科学省・日本学術振興会 科学研究費助成事業 
新学術領域研究（研究領域提案型） 

若林明雄（研究分担者） 

多様な「個性」を創発する脳システムの統合的理解 

平成 28 年度 34,840,000 円（直接経費＋間接経費） 

 

新学術領域研究（研究領域提案型） 

若林明雄（研究分担者） 

「個性」創発脳システムの統合的理解を拓く国際的データシェアプラットフォームの

構築 

平成 28 年度 13,130,000 円（直接経費＋間接経費） 

 

新学術領域研究（研究領域提案型） 

若林明雄（研究代表者） 

ヒトの認知機能の「個性」の基本構造のモデル化と脳画像解析による脳神経基盤の解

明 

平成 28 年度 11,960,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
基盤研究（A） 

後藤弘子（研究分担者） 

トラウマとジェンダーの相互作用：精神病理・逸脱・創造性 

平成 28 年度 8,450,000 円（直接経費＋間接経費） 

 
基盤研究（B） 

小畠隆行（研究代表者） 

MRI を用いた細胞膜水透過性の可視化とその生体応用研究 

平成 28 年度 5,070,000 円（直接経費＋間接経費） 

 
基盤研究（B） 

杉田克生（研究代表者） 

レギュラトリーサイエンスを導入した放射線教育プログラム開発ならびに教員養成 

平成 28 年度 2,990,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
基盤研究（C） 
平野好幸（研究分担者） 
ベージアンネットワークを用いた肥満関連因子の解析と肥満予防の教育プログラムの

開発 
平成 28 年度 2,600,000 円（直接経費＋間接経費） 
 



基盤研究（C） 
平野好幸（研究代表者）、大島郁葉、中川彰子、土屋垣内晶（研究分担者） 
自閉スペクトラム症を伴う強迫症に対する認知行動療法の治療抵抗性の解明 
平成 28 年度 1,690,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
基盤研究（C） 
永岡麻貴（研究代表者）、大島郁葉、平野好幸、中川彰子（研究分担者） 
自閉症スペクトラム障害が併存する強迫性障害の実行機能に着目した心理プログラム

開発 
平成 28 年度 1,690,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
基盤研究（C） 
中川彰子（研究代表者）、平野好幸、浅野憲一、富安もよこ（研究分担者） 
定量的MRI 解析、MRS を用いた児童思春期の強迫性障害、発達障害の脳機能研究 
平成 28 年度 1,430,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
基盤研究（C） 
松本淳子（研究代表者）、平野好幸（研究分担者） 
肥満外科手術による認知機能および報酬系脳活動の変容メカニズムの解明 
平成 28 年度 1,430,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
基盤研究（C） 
関陽一（研究代表者）、清水栄司（研究分担者） 
パニック症に対する個人認知行動療法のランダム化比較試験による費用効果分析 
平成 28 年度 1,430,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
基盤研究（C） 
高梨利恵子（研究代表者）、清水栄司（研究分担者） 
うつ病休職者に対する職場トラウマ記憶書き直しに関する認知療法技法の導入と効果

検証 
平成 28 年度 1,430,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
基盤研究（C） 
中里道子（研究代表者） 
子どもの摂食障害､発達障害の脳ハビリテーション法の開発;認知特性と神経基盤の解

明 
平成 28 年度 1,300,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
基盤研究（C） 

富安もよこ（研究代表者） 

新生児の複合脳画像診断法の確立：DTI/DKI、VBM、MRS 

平成 28 年度 1,170,000 円（直接経費＋間接経費） 

 
 
 
 



基盤研究（C） 
宮田はる子（研究代表者）、平野好幸、浅野憲一、大島郁葉（研究分担者） 
強迫性障害（OCD）の患者における神経心理機能と自閉スペクトラム傾向の関連 
平成 28 年度 1,040,000 円（直接経費＋間接経費） 

 

基盤研究（C） 
大渓俊幸（研究代表者） 
認知行動療法の効果予測指標および効果判定指標の開発についての研究 
平成 28 年度 1,040,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
基盤研究（C） 

富安もよこ（研究分担者） 
3T 装置 MRS による小児脳内代謝物・神経伝達物質の大脳・小脳での定量 

平成 28 年度 780,000 円（直接経費＋間接経費） 

 
基盤研究（C） 

若林明雄（研究代表者） 

社会的認知能力の個人差と視線・脳皮質活動との関連性に関する研究 

平成 28 年度 650,000 円（直接経費＋間接経費） 

 

基盤研究（C） 
松澤大輔（研究代表者） 
脳 DNA メチル化再編の次世代への継承と生化学的環境変化 
平成 28 年度 520,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
若手研究（B） 
大島郁葉（研究代表者） 
二次障害を持つ成人の自閉スペクトラム症に対するスキーマ療法の実証的効果研究 
平成 28 年度 1,690,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
若手研究（B） 
浅野憲一（研究代表者） 
治療抵抗性うつ病に対する集団コンパッション・フォーカスド・セラピーの開発 
平成 28 年度 910,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
若手研究（B） 
浦尾悠子（研究代表者） 
子どものメンタルヘルスに対する認知行動療法プログラムの効果に関する研究 
平成 28 年度 910,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
若手研究（B） 
横山麻衣（研究代表者） 
性暴力被害による絆の断絶，修復しうる支援構想についての研究 
平成 28 年度 650,000 円（直接経費＋間接経費） 
 



研究活動スタート支援 
永田忍（研究代表者） 
精神的敗北感と認知的柔軟性に着目したうつ病とパニック症の個人認知行動療法の比

較 
平成 28 年度 780,000 円（直接経費＋間接経費） 
 
特別研究員奨励費 
土屋垣内晶（日本学術振興会特別研究員） 
認知行動モデルに基づく溜め込み症のセルフヘルプ・プログラムの開発とその効果検証 
平成 28 年度 1,100,000 円（採択後辞退） 
 

心理教育相談事業経費 
清水栄司 
平成 28 年度 27,217,659 円 

 
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）受託研究費 
連合小児発達学研究科 片山 泰一（研究開発代表者）、清水栄司（研究開発分担者） 
注視点検出技術を活用した発達障がい診断システムの開発 

平成 28 年度 4,550,000 円（分担分：直接経費＋間接経費） 

 
慶應義塾大学医学部精神・神経科 岸本泰士郎（研究開発代表者）、 

清水栄司（研究開発分担者） 

遠隔精神科医療の臨床研究エビデンスの蓄積を通じたガイドライン策定とデータ利活用 

に向けたデータベース構築 

平成 28 年度 585,000 円（分担分：直接経費＋間接経費） 

 
公益財団法人上廣倫理財団研究助成金  
浅野憲一（研究代表者） 
看護師および看護学生におけるセルフ・コンパッションが 
バーンアウトを介して倫理的行動と職場適応度に与える影響の検証 
平成 28 年度 1,000,000 円 
 

学長裁量経費 
清水栄司（研究代表者） 
小学校から大学まで展開するインターネットでのメンタルヘルス増進のための認知行

動療法プログラムの開発と実装 
平成 28 年度 900,000 円 
 

厚生労働省労災疾病臨床研究事業費補助金 
清水栄司（研究分担者） 

精神疾患により長期療養する労働者の病状の的確な把握方法及び治ゆの判断に係る臨

床研究 

平成 28 年度 850,000 円 

 



 

 

厚生労働省科学研究費補助金 
中里道子（研究分担者） 

摂食障害の診療体制整備に関する研究 

平成 28 年度 720,000 円 

 

ファイザー アカデミック・コントリビューションレビュー経費 
清水栄司 
平成 28 年度 500,000 円 
 

柏市自殺対策危険性の調査研究事業 
柏市自殺予防ゲートキーパー養成研修等事業 
平成 28 年度 500,000 円 

 

メンタルヘルス岡本記念財団研究助成金  
土屋垣内晶（研究代表者） 
症状維持メカニズムと症状ディメンジョンの違いを考慮した強迫症に対する心理療法

の有効性と治療効果予測要因の同定 
平成 28 年度 300,000 円 
 
小池春菜（研究代表者） 
自閉症スペクトラム障害を併存する児童・思春期強迫性障害の特徴についての研究 
平成 28 年度 300,000 円 

 
文部科学省地（知）の拠点整備事業「クリエイティブ・コミュニティ

創成拠点・千葉大学」地域志向教育研究経費事業 
清水栄司（代表申請者）、横山麻衣（共同申請者） 
平成 28 年度 100,000 円 

 
寄附金 
清水栄司（研究代表者） 
子どものこころ奨学金 

平成 28 年度 1,000,000 円 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協力機関 
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こどものこころ診療部
こどものこころの病を対象に診察し、
新しい治療に積極的に取り組んでいます

「目の前の患者さんに最善の医療を提供し、将来さらによい医療が提供できるよう努力する」を
モットーに世界標準の児童精神科医療を目指しています。

外来治療においては一般外来の他にプレイセラピー等も行っています。入院治療は、精
神神経科と協働してグループ制で行い、複数の医師が精神保健福祉士や臨床心理士など
と連携して治療に当たっています。外来初診は火曜日のみで予約制となっております。
平日9時から16時30分の間に外来受付（電話：043-226-2298）にお電話下さい。また、
診察に先立ち研修医や医学生等による予診を行うことがありますので、ご了承ください。

■ 対象疾患
原則として15歳までの患者さんに対応しています。
統合失調症などの精神病性障害、うつ病・双極性障
害などの気分障害、不安障害、摂食障害、発達障害、
注意欠如多動性障害など精神神経疾患全般に対して
診断・治療を行っています。

■ 診療・研究内容
児童思春期の患者さんに対する外来診療として、下記のような取組みを行っています。
●発達障害、注意欠如多動性障害、学習障害などの診断、療育相談、不登校の相談。
●若年発症の統合失調症、うつ病に対する薬物治療や生物学的研究。
●摂食障害、不安障害に対する認知行動療法及び薬物療法。
●  院内他科との連携による、小児慢性疾患、難治性疾患、手術などのストレス因子による
適応障害や身体表現性障害等に対する心理療法。

●児童虐待について地域の関連機関やスクールカウンセラー等との連携。
各種質問紙による症状評価、構造化面接、頭部CT・MR（I 画像検査）、SPECT（脳血流検査）、
脳波、神経心理検査などを用いて正確な診断を心がけています。
入院が必要な患者さんについては、精神
神経科と協働して治療に当たっています。
千葉大学社会精神保健教育研究センター、
子どものこころの発達教育研究センター、
医学研究院認知行動生理学と協力しなが
ら、基礎科学と臨床精神医学との相互ト
ランスレーショナルリサーチを進めてい
ます。生物学的マーカーの探索、新薬開発、
病態解明、司法精神保健等に関する研究
を精力的に行っています。

伊豫 雅臣　部長（教授）
■ 一般精神医療  ■ 認知行動療法  

■ 精神神経薬理
※（1, 2, 3, 4）

スタッフ一覧

佐々木 剛 （診療講師）
■ 一般精神医療  ■ 児童精神医療
※（3, 4）

細田 豊 （助教）
■ 児童精神医療  ■ 一般精神医療  ■ 地域精神医療  

■ 精神医学教育
※（1）

※認定医・専門医等
 1） 精神保健指定医
 2） 精神保健判定医
 3） 日本精神神経学会精神科専門医
 4） 日本精神神経学会専門研修指導医

診療統計 （2016年度）

新患の内訳

●外来新患数：195名
●外来再来延人数：2,124名
●心理検査実施件数：400件
●治験：2例（小児自閉症）
●自主臨床試験：27例（注意欠如多動症・心的外傷後ストレス障害）

※ 当部ではこどもの心的外傷後ストレス障害、
注意欠如多動症の臨床研究専門外来を開設し
ています。
※院内他科や院外の施設との連携も行っています。
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●�2016年度実績
　�延べ2,464件の認知行動療法のセッションを行いました。2016年度新規では118名の患者さんの診療を行いました。

●�自主臨床試験
　�パニック症、社交不安症、強迫症に対して、テレビ電話を用いた遠隔での認知行動療法の臨床試験を2017年4月から1年間の
予定で実施します。

症例数（疾患別、性別、年齢別）

＜2016年度新規症例数（性別・年代別）＞＜2016年度新規症例数（疾患別）＞

2016年度 認知行動カウンセリング　診療統計

認知行動療法センター
医師・臨床心理士・看護師等が連携し、 
個人認知行動療法を提供します

医師の指導のもと、臨床心理士あるいは看護師等が対面でのマンツーマンの個人認知行動療法
の提供を行い、患者さんの問題および生活の質（QOL）の改善を目指します。

原則的に、毎週1回50分の個人面接を連続16～20回程度行い、料金は1回50分1万円（消
費税別）で、各種公的医療保険は適用されません。

■ 対象疾患
不安障害（パニック、社交不安、強迫、
PTSD、恐怖症など）、うつ病、過食症、
不眠症、慢性疼痛、身体症状症、自閉
スペクトラム症など。

■ 診療・研究内容
千葉大学子どものこころの発達教育研
究センター、千葉大学大学院医学研究
院・認知行動生理学と連携しています。
お問い合わせ、お申し込みは、千葉認
知行動療法ホームページからお願いい
たします。

千葉認知行動療法ホームページ�
https://www.cocoro.chiba-u.jp/chibacbt/

柏の葉診療所認知行動療法室�ホームページ
https://www.cocoro.chiba-u.jp/kashiwanoha-cbt/index.html

清水 栄司　 
センター長（教授）
■ 認知行動療法  
※（精神科専門医、指導医）

スタッフ一覧

関 陽一 （特任助教）
■ 認知行動療法
※（臨床心理士）

中川 彰子 （特任教授） 
■ 認知行動療法
※（精神科専門医、指導医）

浅野 憲一 （特任助教） 
■ 認知行動療法
※（臨床心理士）

大島 郁葉 （特任助教） 
■ 認知行動療法
※（臨床心理士）

浦尾 悠子 （特任助教） 
■ 認知行動療法
※（看護師）

沼田 法子 （特任助教） 
■ 認知行動療法
※（看護師）

松本 一記 （特任研究員） 
■ 認知行動療法
※（臨床心理士）

社交不安症 29

強迫症 27

うつ病 24

パニック症 11

全般不安症 2

PTSD 1

嘔吐恐怖症 1

摂食障害 4

適応障害 2

慢性疼痛 5

自閉スペクトラム症 2

その他 10

合計 118

　 男性 女性 合計

10代 9 14 23

20代 18 21 39

30代 11 18 29

40代 7 2 9

50代 5 3 8

60代 2 4 6

70代 3 1 4

合計 55 63 118
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平成 28 年 6 月７日 

国立大学法人 宮崎大学 

国立大学法人 千葉大学 

宮崎大学 吉永尚紀 講師と千葉大学 清水栄司 教授らの研究グループは、抗うつ薬で改善

しない社交不安症患者（患者の７-８割と想定される）に対して、認知行動療法が有効であ

ることを臨床試験により明らかにしました（85.7％が改善、47.６％が寛解［症状がほぼ消

失］）。成果は、欧州医学雑誌の Psychotherapy and Psychosomatics 誌＊1に 5 月 27 日付

（日本時間）でオンライン速報版が掲載されました。 

ポイント 

 社交不安症とは――「人との交流場面で生じる著しい不安や恐怖」を主症状とする精神

疾患で、患者の多さと生活障害度の大きさを考えると非常に重要な疾患です。また、こ

の疾患に関連した労働損失額は大きく、本邦の経済状況にも多大な負担を与えていると

いわれています。

 これまでの治療法は―― 抗うつ薬を用いた薬物療法は、社交不安症に対する標準的治

療法として世界的に最も普及しています。しかし、抗うつ薬治療では十分な改善を示さ

ない患者が多いことが課題として指摘されており、次の有効な治療法を確立していく必

要がありました。 

 本研究は世界で初めて、抗うつ薬で改善しない社交不安症に対し、認知行動療法を行う

ことの有効性をランダム化比較試験により示しました。対象患者 42 名は 2 群（「通常

治療群」と「通常治療に認知行動療法を併用する群」）に分けられ、治療により改善した

患者は通常治療群 10% vs 認知行動療法併用群 85.7%、寛解（症状がほぼ消失）は

0％ vs 47.6%でした。 

 本研究成果を受け、2016 年度の診療報酬改定において「認知行動療法」の対象疾患に

社交不安症が加わりました。なお、本研究で作成・使用された認知行動療法マニュアル

に従って治療が実施された場合に限り、算定できる要件となっています。

 本研究成果については、国内での活用のみならず、国際的な社交不安症の治療ガイドラ

インの改定など、世界の標準治療に貢献するなどの活用が大いに期待されます。

*1 2014 年インパクトファクター：9.20（ランキング：心理学分野で 4 位、精神医学分野で 5 位）

抗うつ薬が効かない社交不安症（対人恐怖症）を 
認知行動療法が改善 

～世界初、臨床試験で実証～ 

47.6％の患者で症状がほぼ消失するなど、大きな治療効果 

プレスリリース



 

背景・目的                               

社交不安症（対人恐怖症）注１は、「人との交流場面で生じる著しい不安や恐怖」を主症状

とする精神疾患です。誰でも重要な社交場面では緊張を感じるものですが、社交不安症を抱

える人は、何気ない日常的な場面でも恐怖を感じてしまい、また、その恐怖によって学業・

職業などの日常生活が制限されてしまいます（図 1）。この疾患は、有病率が高い（精神疾

患で三番目に多い）にもかかわらず、性格の問題だと誤解されやすいことで医療機関を受診

する人が少ない（3 割程度）という特徴があります。しかし、適切な治療を受けずに自然に

症状が改善することは稀（自然寛解率 3 割程度）であるため、多くの患者さんが苦しんでい

ます。また、この疾患に関連する労働損失額は年間で一兆円を超えると推定されており、本

邦の経済状況にも多大な負担を与えているといわれています。 

図 1. 社交不安症を抱える人が著しい不安や恐怖を感じる状況の例 

抗うつ薬を用いた薬物療法は、社交不安症に対する標準的な治療法として世界的に最も普

及しています。しかし、抗うつ薬治療では多くの患者（7～8 割）が十分な改善を示さない

ことが課題として指摘されており、次の有効な治療法を確立していく必要がありました。 

吉永らの研究チームは、欧米で有効性が実証されてきた精神療法である認知行動療法 

注２

について、国内での効果検証を進めてきました（Yoshinaga et al. BMC Research Notes 

2013;6:74）。その過程で、抗うつ薬で改善を示さない社交不安症患者であっても、認知行動

療法により症状が顕著に改善されるという予備的な知見を得ました。 

そこで本研究では、抗うつ薬治療で改善しない社交不安症患者を対象として、かかりつけ

医による薬物療法を中心とした通常治療を継続した場合（通常治療単独群）と、通常治療に

認知行動療法を併用した場合（認知行動療法併用群）で、社交不安症状の改善に差がみられ

るか、16 週間の観察期間で検証しました。 

 

方法                                  

本研究は、ランダム化割付・評価者盲検・並行群間比較（通常治療単独群 vs 認知行動療

法併用群）による臨床試験であり、1 剤以上の抗うつ薬治療を受けたにもかかわらず症状が

改善しなかった社交不安症患者を対象としました。通常治療は、かかりつけ医の臨床判断に

人前で食事ができない 人前で話をするのが怖い 人前で字を書けない 人々の注目を浴びるのが怖い

初対面の人に会う・話をするのが怖い 目上の人と話をするのが怖い

上島国利（監修）「社会不安障害患者さんのためのインフォームドコンセント用ビジュアルボード（アステラス製薬）」より許可を得て画像を転用・一部改変



基づく治療であるため、薬物療法などの治療内容については変更を認めています。認知行動

療法は、千葉認知行動療法士トレーニングコース（千葉大学主催）を修了した 7 名の治療者

が、週 1 回 50～90 分の治療面接を計 16 回実施しました。介入期間は両群とも 16 週間で

あり、治療の効果は Liebowitz Social Anxiety Scale（LSAS）を主要評価項目とする社交

不安の重症度により判定しました。なお、LSAS の評価は、被験者の割付情報が隠蔽（盲検

化）された 2 名の独立評価者により実施されました。 

 本研究は、千葉大学医学部附属病院治験審査委員会の承認（G23075）を得ており、試験

計画は臨床試験登録システムにて登録・公開されています（UMIN000007552）。なお、計

画・実施にあたっては、千葉大学医学部附属病院臨床試験部の協力の下、症例登録・割付、

データモニタリング・クリーニング・エントリー、安全性評価、統計解析等について厳格な

管理が行われました。 

 

成果                                  

本研究では、74 名が研究参加を希望し、そのうち適格性を満たした 42 名が登録・割付

されました（通常治療単独群 21 名、認知行動療法併用群 21 名）。通常治療単独群において

1 名が抑うつ症状の悪化により研究から脱落し、認知行動療法併用群では全員が治療を完遂

しました（脱落者なし）。両群において、重篤な有害事象は報告されませんでした。 

16 週間の介入期間を経て、主要評価項目の LSAS は、通常治療単独群において変化がな

かったのに対し、認知行動療法併用群では顕著な改善を示しました（p<0.0001）（図 2）。

また、通常治療単独群では治療反応率 10％・寛解率 0％であったのに対し、認知行動療法

併用群では治療反応率 85.7％・寛解率 47.6％でした（p<0.001）。さらに、抑うつ気分の

重症度や生活障害度などの副次評価項目においても、認知行動療法併用群の優越性を支持す

る結果となっていました。なお、研究期間中の抗うつ薬・抗不安薬の内服量は、群間で差は

ありませんでした。 

これらの結果から、標準治療となっている抗うつ薬で改善しない社交不安症患者に対して、

認知行動療法を実施することで顕著な改善が期待できることが明らかになりました。 

図 2. 主要評価項目（社交不安尺度合計点：LSAS）の変化 
NOTE: 0 週では群間で差がなかったのに対し、8 週・16 週の時点では、認知行動療
法併用群において社交不安症状の有意な改善を認めました。 
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研究の意義・今後の展開                         

 今回の研究では世界で初めて、抗うつ薬で改善しない社交不安症患者に対して、通常治

療に認知行動療法を併用することの有効性が明らかになりました。 

 本成果を受け、2016 年度の診療報酬改定において「認知行動療法」の対象疾患に社交

不安症が加わりました。なお、本研究で作成・使用された「社交不安障害（社交不安症）

の認知行動療法マニュアル（執筆：吉永尚紀、監修：清水栄司）」に従って治療が実施さ

れた場合に限り、診療報酬を算定できる要件となっています（図 3）。 

 本成果は、国内での活用のみならず、国際的な社交不安症の治療ガイドラインの改定な

ど、世界の標準治療に貢献するなどの活用に向けた貴重なデータになることが大いに期

待されます。 

 本成果をまとめた論文が海外の一流誌に掲載されたことからも、本研究の新規性と意義

について国際的に高い評価を得ていることが伺えます。 

 本成果を受けて、今後は認知行動療法の普及を目指した治療者の養成・研修制度の整備、

認知行動療法の長期的・医療経済的効果に関する評価、脳科学的な作用機序の解明など、

さらなる研究が必要なことは明らかです。今後の研究の展開が期待されます。 

図 3. 診療報酬の算定要件となった認知行動療法マニュアルの表紙 
NOTE: 厚生労働省（心の健康：認知行動療法）および不安症学会のホームページにて公開 



＜用語の解説＞ 

注 1以前は英語名「Social Anxiety Disorder」を直訳した「社会不安障害」という名称でしたが、

その後「社交不安障害（2008 年～）」「社交不安症（2014 年～現在）」に変更されました。 

注 2認知行動療法とは、時間限定的・現在焦点型・目標志向型の精神療法です。この治療では、患

者さんが抱える生活上の問題について、主に「認知（ものの受けとり方や考え方）」と「行動」

に働きかけながら、困りごとから抜け出す方法を探していきます。治療面接を通して患者さん

は、問題を維持する認知や行動の悪いパターン・クセに気づき、さらに、考え方や行動の幅を広

げ・柔軟にすることで、気分や身体を楽にする、行動をコントロールしていくなど、患者さん自

身が主体となって問題解決に取り組んでいきます。本邦では、2010 年度よりうつ病に対する認

知療法／認知行動療法が保険点数化され、2016 年度より社交不安症・強迫症・パニック症・心

的外傷後ストレス障害が対象疾患に加わりました。また、その他の精神疾患や身体的な問題を抱

える患者さんにもこの治療は広く適用されています（現時点では保険適用外）。 
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製薬株式会社・協和発酵バイオ株式会社・ＭＳＤ・エーザイ株式会社・第一三共ヘルスケア株式会社・ノバルティス ファ
ーマ株式会社・帝人株式会社・シオノギ製薬・久光製薬・旭化成ファーマ株式会社）・執筆／印税料（日本イーライリリー
株式会社・星和書店・株式会社 じほう）・顧問料（日本イーライリリー株式会社・大日本住友製薬株式会社・ファイザー
株式会社・アボット）、清水栄司：講演料（アステラス製薬・エーザイ株式会社・日本イーライリリー株式会社・グラクソ･
スミスクライン株式会社・ヤンセンファーマ株式会社・ Meiji Seika ファルマ株式会社・持田製薬株式会社・ ＭＳＤ・大
塚製薬・ファイザー株式会社・吉富薬品株式会社 ）・執筆／印税料（医学書院・星和書店・講談社・南山堂） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合小児発達学研究科 
  









 
 

2016 年度 前期 認知行動療法学演習（千葉校）ご案内 
日程 8 月 1 日 月曜日 8 月 2 日 火曜日 8 月 3 日 水曜日 8 月 4 日 木曜日 

集合場所 亥鼻キャンパス 医薬系総合研究棟Ⅱ ７Ｆ  子どものこころの発達教育研究センター 

１限 10:00～12:00 

（オリエンテーション） 

演習：成人の自閉スペクト

ラム症のアセスメント：症

例検討 

講師：大島郁葉 

 

場所：TV 会議室 

10:00～11:00 

演習：マインドフルネスそ

の１ 

講師：伊藤絵美 

場所：TV 会議室 

10:00～12:00 

演習：スーパービジョン

の陪席 

講師：清水栄司 

場所：7F セミナー室 

 

10:15～11:30 

演習：強迫性障害 

・症例検討 

・臨床研究会議への陪席 

講師：浅野憲一 

場所： ＴＶ会議室 

 

２限 

 

11:10～12:00 

演習：マインドフルネスそ

の 2 

講師：伊藤絵美 

場所：TV 会議室 

 12:00～13:00 

ウェルカムランチ 

   

３限 13:00～17:00 

演習：学校認知行動プログ

ラム 

（ロールプレイによる授業

実践） 

講師：浦尾悠子 

場所：７Ｆセミナー室 

13:00～14:30 

演習：認知再構成法その 1 

講師：伊藤絵美 

 

場所：7F セミナー室 

 

13:00～14:30 

演習：症例検討会 

座長：中川彰子 

場所：ＴＶ会議室 

 

 

①13:00～14:30 

②14:00～15:30 

演習：臨床演習 

（（アセスメント陪席またはビ

デオ視聴） 

講師：中川彰子 

場所：附属病院 ４限 

 

14:40～15:40 

演習：認知再構成法その 2 

講師：伊藤絵美 

 

場所：7F セミナー室 

 

14:40～16:10 

講義：摂食障害 

子どもの認知行動療法 

講師：中里道子 

場所：ＴＶ会議室 

 

※臨床ケースを扱う演習となるため、内容や時間等について変更になることがあります。 

  



 
 

2016 年度 後期 認知行動療法学演習（千葉校）ご案内 
日程 2 月 6 日 月曜日 2 月 7 日 火曜日 2 月 8 日 水曜日 2 月 9 日 木曜日 

集合場所 亥鼻キャンパス 医薬系総合研究棟Ⅱ ７Ｆ  子どものこころの発達教育研究センター 

１限 10:00～12:00 

（オリエンテーション） 

演習：成人の自閉スペクト

ラム症のアセスメント：症

例検討 

講師：大島郁葉 

 

場所：TV 会議室 

10:00～11:00 

演習：マインドフルネスそ

の１ 

講師：伊藤絵美 

場所：7Ｆセミナー室 

10:00～12:00 

演習：スーパービジョン

の陪席 

講師：清水栄司 

場所：7F セミナー室 

 

10:15～11:30 

演習：強迫性障害 

・症例検討 

・臨床研究会議への陪席 

講師：浅野憲一 

場所： ＴＶ会議室 

 

２限 

 

11:10～12:00 

演習：マインドフルネスそ

の 2 

講師：伊藤絵美 

場所：７Ｆセミナー室 

 12:00～13:00 

ウェルカムランチ 

  TV 会議室から 

7F セミナー室へ移動 

３限 13:00～17:00 

演習：学校認知行動プログ

ラム 

（ロールプレイによる授業

実践） 

講師：浦尾悠子 

場所：７Ｆセミナー室 

13:00～14:30 

演習：認知再構成法その 1 

講師：伊藤絵美 

 

場所：7F セミナー室 

 

13:00～14:30 

演習：症例検討会 

（研修コースのプログラム

に参加） 

座長：中川彰子 

場所：ＴＶ会議室 

 

 

13:00~16:00 

( 時間は変更あり) 

演習：臨床演習 

（（外来 CBT アセスメント陪

席またはビデオ視聴と講

義） 

講師：中川彰子 

場所：附属病院および 

7F セミナー室 ４限 

 

14:40～15:40 

演習：認知再構成法その 2 

講師：伊藤絵美 

 

場所：7F セミナー室 

 

14:40～16:10 

講義：コンパッション・フォ

ーカスト・セラピーの実践 

講師：浅野憲一 

場所：ＴＶ会議室 

 

※臨床ケースを扱う演習となるため、内容や時間等について変更になることがあります。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規定 

 





千葉大学子どものこころの発達教育研究センター規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，千葉大学子どものこころの発達教育研究センター（以下「センター」と

いう。）の組織及び運営に関し必要な事項を定める。 

 

（目的） 

第２条 センターは，学内共同教育研究施設として，子どもから大人までの幅広い発達段階の

人間のこころと脳に関する教育研究を行うとともに，様々な分野横断的及び学際的アプロー

チを用いて，こころと脳の問題に取り組むことができる高度な専門職を養成することを目的

とする。 

 

（組織） 

第３条 センターに，次の部門等を置く。 

一 認知行動療法部門 

二 行動医科学部門 

三 認知情報技術部門 

四 こころの発達支援教育部門 

五 こころの地域ネットワーク支援室 

六 Ａｇｅ２企画室 

 

（職員） 

第４条 センターに，次の職員を置く。 

一 センター長 

二 教授，准教授，講師及び助教 

三 その他の職員 

 

（運営委員会） 

第５条 センターに，センターの管理運営及び教育研究に関する重要事項を審議するため，運

営委員会を置く。 

２ 運営委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

（センター長の選考等） 

第６条 センター長の選考及び任期については，千葉大学部局長選考等規程の定めるところに

よる。 

 

（センター長の職務） 

第７条 センター長は，センターの業務を総括する。 

 

（副センター長） 

第８条 センターに，副センター長を置く。 

２ 副センター長は，センター長の職務を補佐する。 

３ 副センター長の選考は，センター長が行う。 

４ 副センター長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，選考したセンター長の任期の

終期を超えることはできない。 

 

 （教員の選考） 



第９条 教員の選考については，国立大学法人千葉大学における大学教員の選考に関する規程

の定めるところによる。 

 

（事務） 

第１０条 センターの事務は，医学部事務部において処理する。 

 

（雑則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

１ この規程は，平成２７年４月１日から施行する。 

 

２ 千葉大学大学院医学研究院附属子どものこころの発達研究センター規程（平成２３年４月

１日制定）は，廃止する。 

 

【制定理由】 

 学内共同教育研究施設として，子どもから大人までの幅広い発達段階の人間のこころと脳に

関する教育研究を行うとともに，こころと脳の問題に取り組むことができる高度な専門職を養

成するセンターを設置するため。 



千葉大学子どものこころの発達教育研究センター運営委員会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，千葉大学子どものこころの発達教育研究センター規程第５条第２項の規

定に基づき，千葉大学子どものこころの発達教育研究センター運営委員会（以下「運営委員

会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定める。 

 

（審議事項） 

第２条 運営委員会は，千葉大学子どものこころの発達教育研究センター（以下「センター」

という。）の管理運営及び教育研究に関する重要事項を審議する。 

 

（組織） 

第３条 運営委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 センター長 

二 副センター長 

三 センター長が指名する者 

四 その他運営委員会が必要と認めた者 

２ 前項第３号及び第４号の構成員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の構成

員の任期は，前任者の残任期間とする。 

３ 第１項第３号及び第４号の構成員は，センター長が委嘱する。 

 

（委員長） 

第４条 運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 

２ 委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは，委員長があらかじめ指名した構成員が，その職務を代行する。 

 

（議事） 

第５条 運営委員会は，構成員の３分の２以上が出席しなければ，議事を開き，議決すること

ができない。 

２ 海外渡航及び休職中の者は，前項の算定基礎数に含めないものとする。 

３ 運営委員会の議事は，出席した構成員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の

決するところによる。 

 

（構成員以外の出席） 

第６条 委員長は，必要と認めるときは，構成員以外の者を運営委員会に出席させることがで

きる。 

 

（庶務） 

第７条 運営委員会の庶務は，医学部事務部において処理する。 

 

（雑則） 

第８条 この規程に定めるもののほか，運営委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

１ この規程は，平成２７年４月１日から施行する。 

 

２ 千葉大学大学院医学研究院附属子どものこころの発達研究センター運営会議規程（平成２

３年４月１日制定）は，廃止する。 



 

【制定理由】 

 千葉大学子どものこころの発達教育研究センター規程第５条第１項に基づき，本センターに 

運営委員会を置き，管理運営及び教育研究に関する重要事項を審議するため 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 

千葉大学子どものこころの発達教育研究センター 
自己点検・評価報告書 
 
発行 ：  平成２９年７月３１日 

発行者 ：  千葉大学子どものこころの発達教育研究センター 
           〒260-8670 千葉市中央区亥鼻 1-8-1 

           TEL：043-226-2975 

           FAX：043-226-8588 

           E-mail：chibarccmd@ML.chiba-u.jp 

           HP：https://www.cocoro.chiba-u.jp 
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